
唐
寓
之
の
観
と
士
大
夫

J 11 

A 
口

安

は

じ

め

に

一
唐
寓
之
の
飢
の
顛
末

二
南
市
円
・
武
一
帝
一
政
権
の
戸
籍
検
査
政
策
と
民
力
休
養
論

三
粛
子
穎
『
南
費
書
』
の
立
場

お

わ

り

に
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t主

じ

め

南
賓
の
永
明
三
年
(
四
八
五
〉
多
に
、
新
江
(
銭
塘
江
)
西
岸
に
お
こ
っ
て
、

少
な
く
、
管
見
の
限
り
、
頼
家
度
「
南
朝
唐
寓
之
所
領
導
的
農
民
起
義
」
(
『
中
園
農
民
起
義
論
集
』
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書
底
、

と
、
朱
大
滑
「
唐
寓
之
起
兵
的
性
質
是
農
民
起
義
鳴
り
・
」

翌
年
正
月
に
鎮
座
さ
れ
た
唐
寓
之
の
乱
に
つ
い
て
は
、
専
論
が

一
九
五
八
所
収
〉

(
『
中
園
農
民
戦
争
史
論
叢
』
第
一
輯
、

(

1

)

 

に
す
ぎ
な
い
。
頼
家
度
氏
は
、
唐
寓
之
の
凱
参
加
者
が
「
白
賊
」
と
帯
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
反
蹴
を
自
籍
に
登
載
さ
れ
た
「
自
由
」
農
民

に
よ
る
農
民
起
義
と
考
え
た
。
頼
家
度
氏
の
「
白
賊
」
を
白
籍
と
結
び
つ
け
る
読
は
、
白
籍
に
劃
す
る
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

貼
に
つ
い
て
は
、
朱
大
潟
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

賊
」
と
は
閥
係
が
な
く
、

一
九
七
九
所
牧
〉
と
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
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白
籍
と
は
東
耳
目
時
代
に
行
な
わ
れ
た
僑
民
の
臨
時
の
戸
口
簿
で
あ
っ
て
「
白

「
白
賊
」
の
白
と
は
一
般
的
に
官
簡
を
も
た
な
い
庶
民
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
農
民
の
み
な
ら
ず
庶
族
地
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朱
大
滑
氏
は
、
唐
寓
之
の
凱
参
加
者
は
、
主
と
し
て
庶
族
地
主
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
反
凱
を
土
族

地
主
と
庶
族
地
主
と
の
聞
の
財
産
と
権
力
の
再
分
配
を
め
ぐ
る
闘
争
で
あ
り
、
農
民
起
義
で
も
農
民
戦
争
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し

(
2〉

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
凱
の
主
た
る
携
い
手
が
農
民
な
の
か
、
庶
族
地
主
な
の
か
と
い
う
貼
に
関
心
が
集
中
し
て
き
た

の
で
、
ま
ず
反
乱
の
経
過
を
た
ど
っ
て
、
こ
の
措
い
手
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
反
凱
の
背
景
と
さ
れ
る
戸
籍
検
査
政
策
を
取

(

3

)

 

り
上
げ
、
こ
の
政
策
に
射
す
る
嘗
時
の
皇
族
や
官
僚
等
い
わ
ゆ
る
土
大
夫
の
議
論
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
議
論
を
詳
細
に
記
録
し
た
粛
子
額

主
も
包
括
さ
れ
る
と
い
う
ご
七
五
頁
)
。

『
南
斉
書
』
の
立
場
に
考
察
を
加
え
、
南
朝
の
政
治

・
枇
曾
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
に
迫
っ
て
み
た
い
。

唐
寓
之
の
凱
の
顛
末

唐
寓
之
の
見
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
記
録
は

(
4〉

『
南
第
書
』
巻
四
四
沈
文
季
俸
に
み
与
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
唐
禽
之
の
飢
の
経
過
を
追
う
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こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

永
明
四
年
、
呉
郡
太
守
の
沈
文
季
に
舎
稽
太
守
へ
の
移
動
が
諜
令
さ
れ
る
が
、
凱
は
そ
の
直
前
に
お
こ
っ
て
い
る
。
本
俸
に
は
、

桐
鹿
に
僑
居
し
、
父
祖
相
い
停
え
固
墓
も
て
業
と
属
す
。
寓
之
自
ら
其
の

是
の
時
、
連
年
検
籍
し
、

百
姓
怨
望
す
。
富
陽
の
人
唐
寓
之

家
の
墓
に
王
気
有
り
て
、
山
中
に
て
金
印
を
得
た
り
と
云
い
、
柏
崎
た
相
い
証
惑
す
。
三
年
多
、
寓
之
黛
四
百
人
を
褒
め
、
新
城
の
水
に
於

い
て
一
商
政
を
断
ち
、
黛
興
近
麟
に
分
布
す
。
新
城
令
陸
赤
奮

・
桐
鹿
令
王
天
態

牒
を
棄
て
て
走
る
。
寓
之

富
陽
に
向
か
い
、
人
民
を

抄
略
し
、
鯨
令
何
淘

魚
浦
の
子
選
主
従
係
公
に
告
げ
、

魚
浦
村
の
男
丁
を
裂
し
て
鯨
を
防
が
し
む
。

永
輿

西
陵
民
主
夏
侯
曇
羨
を

し
て
賂
吏
及
び
成
の
左
右
の
壊
界
の
人
を
率
い
て
兵
を
起
こ
し
て
赴
救
せ
し
む
。
寓
之

途
に
富
陽
を
陥
せ
り
。
舎
稽
郡
丞
張
思
組

蓋

使
孔
持

・
王
寓
歳

・
張
訴
等
を
し
て
配
す
る
に
器
伎
将
吏
白
丁
を
以
て
し
、
永
輿
等
十
属
を
防
衛
せ
し
む
。
文
季
も
亦
た
器
伏
持
吏
を
し

陵
主
張
江
川
を
し
て
小
山
に
於
い
て
之
れ
を
垣
ま
し
む

て
銭
塘
を
救
援
せ
し
む
。
寓
之

鏡
抑塘

塑32
宮そ
警護
て b
岸語!

量だ
り、成
主
嘉
償
責

郭
邑
を
焚
き
、
彪

豚
を
棄
て
て
走
る
。
文
季

叉
た
呉

・
嘉

る
も
、
力
敵
せ
ず
戦
敗
す
。
寓
之



輿
・
海
盟
・
盟
官
の
民
丁
を
設
し
て
之
れ
を
救
わ
し
む
。
賊

戦
敗
し
て
乃
ち
奔
る
。

兵
を
分
か
ち
て
諸
燃
に
出
で
し
め
、
瞳
官
令
粛
元
蔚
・
諸
壁
令
陵
理
之

並
び
に
逃
走
し
、
徐
杭
令
繁
瑛

と
あ
る
。

右
の
記
載
を
整
理
す
る
と
、

大
略
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

①
蹴
の
背
景
に
戸
籍
検
査
に
劃
す
る
不
満
の
昂
揚
が
あ
る
、
②
唐
寓
之

(

6

)

 

い
わ
ゆ
る
風
水
先
生
で
、
風
水
読
を
利
用
し
て
仲
間
を
集
め
た
、
③
反
鼠
軍

(

7

)

 

新
城
豚
と
桐
瞳
鯨
を
占
領
し
、
雨
懸
の
豚
令
は
逃
走
し

は
、
呉
郡
・
富
陽
牒
の
人
だ
が
、
同
郡
の
桐
鹿
豚
に
僑
居
す
る
、

四
百
人
は
、
ま
ず
呉
郡
の
新
城
鯨
に
お
い
て
漸
江
を
通
行
す
る
商
船
を
遮
断
し
て
、

た
、
④
反
観
軍
は
断
江
を
下
っ
て
富
陽
豚
に
む
か
い
、
富
陽
鯨
令
は
防
衛
策
を
講
じ
、

救
援
に
赴
い
た
が
、
富
陽
豚
は
反
範
軍
に
占
領
さ
れ
た
、
⑤
舎
稽
郡
で
は
、
永
輿
を
は
じ
め
と
す
る
十
勝
の
防
衛
瞳
制
を
し
き
、
呉
郡
太
守
沈

文
季
も
銭
塘
鯨
救
援
の
措
置
を
と
っ
た
、
⑥
反
凱
軍
が
銭
塘
に
到
着
す
る
と
、
小
山
の
防
衛
線
を
突
破
し
て
、
柳
浦
か
ら
上
陸
し
て
、
市
街
地

に
放
火
し
た
の
で
、
豚
令
は
逃
亡
し
た
、
⑦
沈
文
季
は
さ
ら
に
呉
・
嘉
輿
・
海
盤
・
盟
官
諸
膝
の
民
丁
を
徴
護
し
て
鎮
塘
を
救
援
さ
せ
る
が
、

反
蹴
軍
は
、
鏡
塘
か
ら
近
豚
に
出
墜
し
、
瞳
官
豚
ハ
呉
郡
)
・
諸
壁
豚
(
曾
稽
郡
〉
・
徐
杭
豚
(
奥
輿
郡
)
を
占
領
し
、
そ
の
際
、
盟
官
・
諸
壁
の

厭
令
は
戟
わ
ず
に
逃
走
し
、
徐
杭
鯨
は
戦
っ
て
敗
北
し
て
か
ら
逃
走
し
た
。
こ
こ
に
は
、
銭
塘
鯨
を
は
じ
め
漸
江
西
岸
一
帯
と
一
部
新
江
東
岸

(
諸
壁
豚
〉
を
反
甑
側
が
占
領
す
る
ま
で
の
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
各
鯨
令
が
ど
の
よ
う
な
封
騒
を
し
た
か
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

(

8

)

 

こ
れ
は
、
各
鯨
令
の
責
任
を
問
う
た
め
に
御
史
蓋
が
作
成
し
た
調
書
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ま
ず
、
範
の
首
謀

者
唐
寓
之
が
風
水
先
生
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
反
観
軍
は
ま
ず
新
江
を
通
行
す
る
一
商
船
を
遮
断
し
、
新
江
を
下
っ
て
富
陽
・
銭
塘
鯨
を
占
領

(
9〉

し
て
お
り
、
柳
滞
か
ら
上
陸
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
船
を
主
た
る
移
動
手
段
と
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
酷

(

印

)

か
ら
、
少
な
く
と
も
蹴
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
風
水
先
生
や
水
上
州
労
働
者
な
ど
非
農
業
民
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
戸
籍

検
査
に
よ
っ
て
不
利
盆
を
こ
う
む
っ
た
「
庶
族
地
主
」
や
農
民
の
呼
麿
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
を
「
農
民
起
義
」
あ
る
い
は
「
庶
族
地
主
一
」

封
「
士
族
地
主
」
の
闘
争
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
障
踏
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。
唐
寓
之
の
組
織
し
た
政
府
の
構
成
か
ら
も
、
農
民
な
い
し
地

主
の
政
府
と
い
う
要
素
は
み
ら
れ
な
い
。
唐
寓
之
政
府
に
つ
い
て
は
、
前
引
の
記
載
に
績
け
て
、

新
江
東
岸
の
永
輿
鯨
(
舎
稽
郡
)
か
ら
も
西
陵
成
主
が

- 59ー
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銭
婚
に
於
い
て
傍
披
し
、
太
子
を
置
き
、
新
城
氏
を
以
て
天
子
の
宮
と
震
し
、
問
脚
瞬
を
太
子
の
宮
と
帰
す
。
弟
紹
之
を

揚
州
刺
史
と
魚
し
、
銭
婚
の
富
人
何
陸
を
向
書
僕
射
・
中
書
舎
人
・
領
太
官
令
と
矯
す
。
挺
数
千
口
を
献
じ
て
寓
之
の
震
に
伎
を
作
り
、

領
向
方
令
を
加
え
ら
る
。

是
の
春
、
寓
之

と
あ
り
、
永
明
四
年
正
月
、

唐
寓
之
は
銭
塘
で
即
位
し、

皇
太
子
を
置
き
、
銭
塘
豚
の
新
城
成
を
天
子
の
宮
殿
と
し
、
鎖
措
燃
の
鹿
舎
を
東
宮

(
U〉

と
し
た
。
さ
ら
に
、
弟
の
紹
之
を
揚
州
刺
史
に
、
銭
塘
の
富
人
柄
陸
を
向
書
僕
射
・
中
書
舎
人
・
領
太
官
令
に
任
命
し
、
拘
隆
が
鍛
材
を
提
供

し
て
武
器
を
製
造
す
る
と
、
武
器
工
場
監
督
官
た
る
向
方
令
も
領
職
さ
せ
て
い
る
。
柄
陸
は
、
反
乱
軍
へ
の
重
要
な
資
金
提
供
者
と
み
ら
れ
、

宮
廷
の
蓋
所
を
管
掌
す
る
太
官
令
の
領
職
に
も
そ
の
こ
と
は
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
宰
相
と
も
い
う
べ
き
尚
書
僕
射
を
本
官
と

し
、
皇
帝
秘
書
の
中
書
舎
人
も
兼
ね
て
い
る
の
を
み
る
と
、
反
蹴
寧
に
は
政
府
を
組
織
す
る
の
に
必
要
な
人
材
|
行
政
事
務
に
必
要
な
知
識
を

も
つ
者
が
依
如
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
貼
に
、
い
わ
ゆ
る
「
庶
族
地
主
」
層
の
贋
範
な
結
集
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
資
金
提
供
と
反
範
軍
政
府
の
事
務
と
を
一
手
に
ひ
き
う
け
た
「
富
人
」
柄
隆
は
、
大
量
の

鍛
材
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
商
人
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
政
府
の
構
成
か
ら
も
、
非
農
業
民
主
導
の
反
蹴
と
い
う
性
格
が
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う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

唐
寓
之
が
即
位
し
て
反
見
も
最
高
潮
に
達
し
、
前
江
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
東
岸
に
あ
る
東
陽
郡
ま
で
が
反
蹴
軍
の
手
に
お
ち
、
東
陽
太
守
粛
崇

之
と
東
陽
郡
の
首
豚
長
山
鯨
の
令
で
あ
る
劉
園
重
は
、
反
蹴
側
は
、
さ
ら
に
太
守
不
在
の
舎
稽
郡
(
首
勝
山
陰
豚
)
の
占
領

を
め
ざ
し
て
進
軍
す
る
が
、
途
中
の
浦
陽
江
で
は
じ
め
て
大
敗
を
喫
す
る
。
反
観
の
情
報
に
接
し
た
朝
廷
か
ら
も
、
「
禁
兵
数
千
人
、
馬
数
百

匹
」
が
涯
遣
さ
れ
、
こ
の
官
軍
が
銭
塘
に
到
着
す
る
や
、
一
戦
に
し
て
反
凱
軍
は
敗
北
し
、
唐
寓
之
は
斬
殺
さ
れ
て
、
凱
は
牧
束
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
観
の
鎮
定
の
際
の
官
軍
に
よ
る
一
般
民
衆
に
封
す
る
掠
奪
行
震
が
問
題
化
し
て
、
武
一帯
一
の
寵
賂
陳
天
一
帽
の
慮
刑
に
ま
で
設
展
す
る
。
さ

戦
死
を
と
げ
る
。

ら
に
、
凱
の
際
の
郡
・
豚
長
官
の
封
臆
の
不
手
際
が
御
史
中
丞
に
よ
っ
て
弾
劾
さ
れ
、
反
凱
の
際
に
戦
わ
な
い
で
逃
走
し
た
盟
官
令
粛
元
蔚
ら

が
克
官
と
な
っ
た
。



沈

文

季

惇

か

ら

知

ら

れ

る

慌

の

お

お

よ

そ

の

経

過

で

あ

る

。

凱

の

中

一

核

を

な

し

た

の

は

、

風

水

先

生
・
水
上
労
働
者
・
一
商
人
な
ど
の
非
農
業
民
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
従
来
の
研
究
が
重
視
し
て
き
た
よ
う
に
、
戸
籍
検
査
政

策
に
射
す
る
不
満
が
凱
の
旗
大
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
買
で
、
『
南
史
』
巻
七
七
恩
倖
・
茄
法
亮
俸
に
、

三
呉
の
却
籍
せ
ら
る
る
者

以
上
が
、

農
民
で
も
地
主
で
も
な
く
、

之
れ
に
奔
り
、
衆
三
寓
に
至
る
。

と
み
え
る
「
衆
三
寓
」
の
中
に
は
、
農
民
や
新
興
豪
族
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
南
湾
王
朝
が
推
進
し
た
戸
籍
検
査
政
策
に
つ
い
て

は
、
民
力
休
養
の
立
場
か
ら
緩
和
を
求
め
る
意
見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
章
を
改
め
て
、
戸
籍
検
査
を
め
ぐ
る
記
述
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
よ
う
。

南
旗
開
・
武
一帝
政
権
の
戸
籍
検
査
政
策
と
民
力
休
養
論

(

ロ

〉

劉
宋
末
に
破
綻
し
て
い
た
財
政
を
再
建
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
南
斉
の
初
代
皇
帝
、
高
一
帝
(
揮
畑
道
成
)
は
、
ま
ず
戸
籍
記
載
の
整
頓
に

問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
そ
う
と
し
、
即
位
早
々
、
黄
門
郎
虞
玩
之
と
襲
騎
将
軍
停
堅
意
に
戸
籍
記
載
の
不
正
摘
設
を
命
じ
、
建
元
二
年
(
四

八

O
)
に
は
、
女
の
よ
う
な
詔
を
鼓
し
て
、
戸
籍
記
載
の
不
正
の
現
肢
を
述
べ
、
朝
臣
ら
に
そ
の
劃
策
を
諮
問
し
て
い
る
(
『
南
費
量
目
』
巻
三
四
虞
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玩
之
停
)
。黄

籍

は

、

民

の

大

紀

、

こ

の

ご

ろ

頂

俗

巧

儒

、

し
、
三
肢
を
増
損
し
、
貿
襲
す
る
こ
と
寓
端
に
至
る
。
或
い
は
戸
存
す
る
も
文
書
己
に
絶
え
、
或
い
は
人
在
る
も
反

っ
て
死
薮
に
託
し
、

私
に
停
ま
れ
る
も
役
に
隷
す
と
云
い
、
身
強
き
も
六
疾
と
稽
す
。
編
戸
旗
門
家
、
此
く
の
如
く
せ
ざ
る
も
の
少
な
し
。
皆
な
政
の

E
彊
、
数

の
深
庇
な
り
。
比
年
却
籍
し
て
改
書
せ
し
む
る
と
難
も
、
終
に
買
を
得
る
こ
と
無
し
。
若
し
之
れ
を
約
す
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち

園
の
治
端
な
り
。

日
を
震
す
こ
と
己
に
久
し
く
、

乃
ち
僧
位
を
縞
注
し
、
年
月
を
盗
易
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民
間
間
己
に
遠
く
、
若
し
之
れ
を
緩
ん
ず
る
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
残
に
勝
つ
こ
と
未
だ
易
か
ら
ず
。
卿
ら
諸
賢
並
び
に
深
く
治
幽
胞

に
明
ら
か
な
れ
ば
、
各
々
嘉
謀
を
献
じ
、
以
て
湊
化
を
振
わ
す
べ
し
。
叉
た
蓋
坊
の
訪
募
、
此
の
制
近
か
ら
ざ
れ
ば
、
優
刻
素
よ
り
定
ま
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り
、
閑
劇
常
有
り
。
宋
の
元
嘉
以
前
、
弦
の
役
恒
に
満
ち
た
る
に
、
大
明
以
後
、
楽
補
漸
く
紐
ゆ
。
或
い
は
窟
難
頻
り
に
起
こ
り
て
、
軍

蔭
多
か
り
易
き
に
縁
り
て
、
民
庶
利
に
従
い
、
坊
に
投
ず
る
者
寡
き
な
り
。
然
れ
ど
も
園
経
未
だ
鑓
わ
ら
ず
、
朝
紀
恒
に
存
じ
、
相
い
挟

り
て
言
え
ば
陸
替
何
ぞ
速
か
な
る
や。

此
れ
急
病
の
洪
源
、
暑
景
の
切
患
、
何
を
以
て
科
算
し
、
斯
の
弊
を
革
め
ん
や
。

戸
籍
記
載
の
不
正
行
局
と
は
、
具
睦
的
に
は
、

て
、
力
役
克
除
の
特
権
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
、
あ
り
も
し
な
い
官
爵
を
記
入
し
た
り
、
官
爵
に
絞
任
さ
れ
た
年
月
を
書
き
替
え
た
り
し

(

日

)

三
賦
〈
父

・
租
・
曾
租
の
官
爵
に
か
か
わ
る
注
記
か
)
に
つ
い
て
行
な
わ
れ

そ
の

書
き
替
え

は

た
。
そ
の
ほ
か
、
戸
の
記
載
が
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る
人
物
が
存
在
し
て
い
る
の
に
死
亡
あ
る
い
は
逃
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
正
に
射
し
て

て
い
た
り
、
私
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
役
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
り
、
健
康
な
の
に
病
身
と
さ
れ
て
い
た
り
す
る
事
例
が

(

U

)

 

(
本
豚
に
返
却
)
し
て
書
き
改
め
る
措
置
を
と
っ
て
き
た
が
、

「
却
籍
」

い
司
こ
う
に
成
果

が
あ
が
ら
な
い
の
で
良
策
を
述
べ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
詔
の
前
宇
部
分
で
あ
り
、
後
半
で
は
、
軍
勤
取
得
者
の
激
増
が

(

日

)

ま
ね
い
た
「
蓋
坊
」
の
役
の
陸
募
者
不
足
に
つ
い
て
の
針
策
を
も
と
め
て
い
る
。
こ
の
諮
問
に
答
え
、
虞
玩
之
は
衣
の
よ
う
に
上
表
し
た
。

宋
元
嘉
二
十
七
年
の
八
篠
取
人
と
、
孝
建
元
年
の
書
籍
と
は
、
衆
巧
の
始
ま
る
所
な
り
。
:
・
今
陛
下
日
肝
れ
て
食
を
忘
れ
、
未
明
に
衣
を
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求
め
、
詔

幽
愚
に
逮
び
た
れ
ば
、

謹
ん
で
妄
設
を
陳
べ
ん
。
古
え
の
共
に
天
下
を
治
む
る
は
唯
だ
良
二
千
石
の
み
に
し
て
、
今
治
を
求

め
正
を
取
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
れ
勤
明
の
令
長
に
在
り
。
凡
そ
籍
を
受
く
る
に
、
豚

検
合
を
加
え
ず
、
但
だ
州
に
封
迭
す
る
の
み
に

し
て
、
州

検
し
て
買
を
得
れ
ば
、
方
め
て
豚
に
却
掃
す
。
吏

其
の
賂
を
貧
り
、
民

其
の
姦
を
摩
に
し
、
姦
調
々
深
く
し
て
却
粛
々
多

く
、
賂
愈
々
厚
く
し
て
答
愈
々
緩
し
。
泰
始
三
年
自
り
元
徽
四
年
に
至
る
ま
で
、
揚
州
等
九
郡
の
四
競
の
黄
籍
、
共
に
七
高
一
千
除
戸
を

却
し
、
今
に
子
て
十
一
年
な
り
。
而
る
に
正
す
所
の
者
猶
お
未
だ
四
菌
な
ら
ず
。
神
州
奥
匿
す
ら
、
向
お
或
い
は
此
く
の
如
け
れ
ば
、

江

・
湘
諸
部
は
、
倍
々
念
う
べ
か
ら
ず
。
愚
調
え
ら
く
宜
し
く
元
嘉
二
十
七
年
籍
を
以
て
正
と
篇
す
べ
し
と
。
民
法
を
惰
る
こ
と
既
に

一
に
首
悔
を
聴
し、

迷
い
て
反
ら
ざ
る
も
の
は
、
制
に
依
り

久
し
け
れ
ば
、
今
建
元
元
年
の
書
籍
に
て
、
宜
し
く
更
め
て
明
科
を
立
て
、

て
必
ず
致
す
ベ
し
。
官
長
を
し
て
審
ら
か
に
検
校
し
、
必
ず
明
洗
せ
し
め
、
然
る
後
に
州
に
上
ら
し
め
て
、
永
く
以
て
正
と
震
さ
ん
。
若



し
虚
味
有
ら
ば
、
州
豚
答
を
同
じ
く
せ
ん
。
今
戸
口
の
多
少
、
元
嘉
よ
り
減
ぜ
ざ
る
に
、
板
籍
頓
に
闘
く
る
は
、
弊
亦
た
以
有
り
。
孝
建

干
支
を
操
り
吐
稜
を
衛
り
し
者
、
三
分
し
て
殆
ど
一
無
し
。
動
簿
の
領
す
る
所
に
し
て
、

静
籍
を
詐
注
し
、
世
要
に
浮
遊
し
、
官
長
の
拘
録
す
る
所
に
非
ざ
る
も
の
、
復
た
少
な
か
ら
ず
と
帰
す
。
:
・
尋
ぬ
る
に
物
の
私
を
懐
く
こ

と
、
世
と
し
て
有
ら
ざ
る
な
く
、
宋
末
の
落
紐
、
此
の
巧
尤
も
多
し
。
又
た
将
位
既
に
衆
く
、
即
を
奉
げ
て
帳
と
鶏
し
、
貫
潤
甚
だ
徴
な

自
り
己
来
、
動
に
入
る
者
衆
き
も
、
其
の
中

る
も
、
人
ご
と
に
敷
寓
を
領
す
。
此
く
の
如
き
二
篠
に
し
て
、
天
下
合
役
の
身
、
己
に
其
の
太
牢
に
擦
れ
り
。
叉
た
籍
肢
を
改
注
し
、
詐

り
て
仕
流
に
入
り
、
昔
人
の
矯
に
役
せ
ら
れ
し
者
、
今
反
っ
て
人
を
役
す
る
こ
と
有
り
。
又
た
生
ま
れ
な
が
ら
髪
を
長
ぜ
ず
し
て
、
便
ち

謂
い
て
道
人
と
帰
す
も
の
、
街
を
填
め
巷
に
溢
れ
、
是
れ
慮
と
し
て
皆
な
然
り
。
或
い
は
子
を
抱
え
て
井
居
せ
る
に
、
寛
に
戸
に
編
せ
ら

れ
ず
。
遷
徒
去
来
し
て
、
公
け
に
土
断
に
違
う
。
役
に
属
し
て
満
つ
る
無
き
に
、
流
亡
し
て
婦
ら
ず
。
寧
喪
す
る
こ
と
終
身
。
疾
病
に
て

(

M

)

 

長
臥
す
。
法
令
必
ず
行
な
わ
る
れ
ば
、
自
然
競
い
て
反
ら
ん
。
叉
た
四
鎮
の
成
勝
、
名
有
る
も
貫
寡
な
く
、
随
才
〔
身
〕
部
曲
、
勇
儒
を

排
ず
る
無
く
、
署
位
借
給
し
、
亙
蝿
も
比
肩
し
、
山
に
蒲
ち
海
に
満
ち
、
皆
な
是
れ
私
役
な
り
。
貨
を
行
し
位
を
求
む
る
は
、
其
の
塗
甚

だ
易
く
、
募
役
は
卑
劇
な
れ
ば
何
す
れ
ぞ
投
補
せ
ん
や
。
坊
吏
の
牽
く
る
所
以
、
百
里
の
車
く
る
所
以
な
り
。
今
但
だ
募
制
を
し
て
明
信

な
ら
し
め
、
漏
復
期
有
り
て
、
民
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運
路
無
け
れ
ば
、
則
ち
坊

い
行
な
わ
れ
ざ
る
に
在
り
。
行
な
わ
れ
ざ
る
を
患
え
ず
、
患
い
久
し
か
ら
ざ
る
に
在
り
。

表
を
立
て
て
盈
た
す
べ
き
な
り
。
治
を
震
す
に
制
無
き
を
患
え
ず
、
患

戸
籍
記
載
の
不
正
の
摘
設
に
つ
い
て
は
、
豚
に
あ
つ
め
ら
れ
た
戸
籍
を
ま
っ
た
く
審
査
せ
ず
に
州
に
迭
る
の
み
で
、
州
の
審
査
で
不
正
が
剣
明

(η
〉

す
れ
ば
本
燃
に
さ
し
も
ど
す
と
い
う
奮
来
の
戸
籍
作
製
手
績
き
に
原
因
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
豚
で
審
査
し
た
後
に
州
に
迭
る
よ
う
に
し
、

も
し
摘
設
も
れ
が
あ
れ
ば
、
州
懸
整
方
に
責
任
を
負
わ
せ
る
よ
う
に
す
べ
し
、
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
「
蓋
坊
」
の
役
の
臆
募

者
不
足
に
つ
い
て
は
、
服
役
期
限
等
の
規
則
を
明
確
に
し
、
民
に
軍
蔭
(
軍
功
に
よ
る
特
権
〉
等
の
容
易
な
克
役
の
み
ち
が
な
け
れ
ば
、
腐
応
募
者

不
足
は
解
決
す
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
戸
籍
検
査
が
徹
底
し
さ
え
す
れ
ば
、
軍
蔭
の
不
正
取
得
者
は
摘
設
さ
れ
、
容
易
な
克
役
の
み
ち
が
な

く
な
り
、
一
般
の
力
役
よ
り
は
待
遇
の
よ
い
「
蓋
坊
」
の
役
の
臨
応
募
者
が
増
加
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
戸
籍
記
載
の
不
正
も
「
蓋
坊
」

449 
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の
役
の
不
足
も
、
根
本
的
に
は
ひ
と
つ
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
虞
玩
之
の
上
表
文
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
肺

の
令
長
の
責
任
に
お
い
て
戸
籍
記
載
の
不
正
問
題
を
解
決
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
貼
で
あ
ろ
う
。

(

同

)

虞
玩
之
の
上
表
を
う
け
た
高
一
帝
は
、
「
校
籍
官
を
置
き
、
令
史
を
置
き
、
限
り
て
人
ご
と
に
一
日
数
巧
を
得
さ
し
め
、
以
て
慨
怠
を
防
ぐ
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
に
専
門
の
戸
籍
検
査
官
を
置
き
、

そ
の
令
史
一
人
に
一
日
数
件
の
不
正
摘
護
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
針
策
を
採
用

し
た
。
そ
の
結
果
「
貨
賂
因
縁
し
、
籍
注
正
し
と
難
も
、

〈

四

)

し
た
。

猶
お
強
い
て
推
却
し
、

以
て
程
限
を
充
た
す
。
」
と
あ
っ
て
、
事
態
は
さ
ら
に
悪
化

『
南
史
』
巻
四
七
虞
玩
之
俸
は
、
以
上
を
簡
略
化
し
た
記
事
を
載
せ
た
後
に
、
唐
寓
之
の
蹴
の
記
事
を
載
せ
て
お
り
、
こ
の
戸
籍
検
査

強
化
の
結
果
が
観
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
書
き
方
を
と
っ
て
い
る
が
、
『
南
斉
書
』
本
俸
は
、
風
に
つ
い
て
は
一
切
ふ
れ
ず
、
前
一
章
で
み

た
如
く
、
飢
の
護
生
し
た
呉
郡
の
長
官
で
あ
っ
た
沈
文
季
の
傍
に
飢
の
詳
細
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

『
南
史
』
巻
三
七
沈
文
季
俸
が
蹴
に
一

切
ふ
れ
て
い
な
い
の
と
ま
っ
た
く
針
照
的
な
絞
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
戸
籍
検
査
に
射
す
る
不
満
が
凱
の
背
景
に
あ
る
と
い
う
貼
で

『
南
旗
門
書
』
も
『
南
史
』
も
一
致
す
る
が
、
虞
玩
之
の
上
表
と
見
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
貼
に
お
い
て
、
南
書

い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。

の
聞
に
は
相
違
が
あ
る
。
こ
の
黙
、

『
南
史
』
巻
七
七
恩
倖
・
茄
法
亮
俸
を
み
る
と
、

- 64ー

t主

曾
稽
の
呂
文
度

・
臨
海
の
自
文
願
と
並
び
に
姦
債
を
以
て
武
一帝
に
諮
事
す
。
文
度

外
監
と
魚
り
、
兵
権
を
専
制
し
、
領
軍
将
軍

虚
位

を
守
る
の
み
0

・
:
文
度

既
に
委
用
せ
ら
れ
、
大
い
に
財
賄
を
納
め
、
康
く
宅
字
を
聞
き
、
盛
ん
に
土
山
を
起
こ
し
、
奇
禽
怪
樹
、
皆
な

其
の
中
に
褒
め
、
後
房
羅
締
、

怨
し
、
或
い
は
逃
亡
し
て
答
を
避
く
。
富
陽
の
人
唐
寓
之

王
侯
も
及
ぶ
能
わ
ず
。
叉
た
籍
を
上
り
て
却
せ
ら
る
る
者
は
悉
く
遠
成
に
充
て
ん
こ
と
を
啓
し
、
百
姓
瑳

此
れ
に
因
り
て
蕪
を
褒
め
て
観
を
爵
し
、
鼓
行
し
て
東
し
、
乃
ち
銭
唐
燃
に

於
い
て
傍
蹴
し
、
新
城
成
を
以
て
僑
宮
と
魚
し
、
銭
唐
燃
を
以
て
備
太
子
宮
と
篤
し
、

之
れ
に
奔
り
、
衆
三
高
に
至
る
。
呉
園
を
嬬
稿
し
、
師
同
年
競

百
官
を
置
き
て
皆
な
備
わ
る
。
一
二
呉
の
却
籍
せ
ら

る
る
者

輿
卒
た
り
。
其
の
源
は
虞
玩
之
に
始
ま
り
、
文
度
に
成
る
。
事

は
虞
玩
之
停
に
見
ゆ
。

と
あ
っ
て
、
武
帝
政
権
下
で
戸
籍
検
査
を
推
進
し
た
の
は
、
思
倖
の
呂
文
度
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
政
策
は
高
一
帝一
の
時
の
虞
玩
之
の
上
表
に
よ
っ



『
南
史
』
は
、
戸
籍
検
査
に
謝
す
る
不
満
が
観
を
よ
び
お
こ
し
た
と
い
う
事
責
か
ら
、
そ
の
政
策
の
提

案
者
で
あ
る
虞
玩
之
に
着
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
『
南
湾
室
田
』
虞
玩
之
俸
に
よ
れ
ば
、
虞
玩
之
は
た
し
か
に
戸
籍
検
査
推
進
の
方
策
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
方
策
は
燃
の
令
長
の
責
任
に
お
い
て
検
査
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
質
際
に
施
行
さ
れ
、
し
か
も
問

題
を
悪
化
さ
せ
た
、
中
央
政
府
に
お
け
る
校
籍
官
設
置
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
高
一
帝
一
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
戸
籍
検
査
を
、
不
正
を

摘
護
さ
れ
た
者
に
劃
す
る
巌
罰
を
も
っ
て
、
よ
り
強
力
に
推
進
し
た
呂
文
度
の
施
策
と
、
虞
玩
之
の
提
案
し
た
針
策
と
の
聞
に
は
相
嘗
の
距
離

(

加

)

が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
虞
玩
之
の
上
表
を
観
の
遠
国
と
明
記
す
る
『
南
史
』
の
記
載
は
、
全
面
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
武

(
紅
〉

一
帝
政
権
下
で
戸
籍
検
査
を
推
進
し
た
の
が
恩
倖
の
白
文
度
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
、
『
南
旗
門
書
』
に
は
み
ら
れ
な
い
有
用
な
記
述
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
、
虞
玩
之
の
上
表
と
唐
寓
之
の
観
と
の
因
果
関
係
を
明
記
し
な
い
『
南
湾
書
』
で
は
、
範
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

て
始
ま
っ
た
の
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。

の
だ
ろ
う
か
。
巻
二
二
議
章
文
献
王
俸
に
は
、
唐
寓
之
の
凱
の
際
の
武
一
帝
の
弟
、
粛
疑
の
衣
の
よ
う
な
啓
を
の
せ
る
。

ら
ざ
る
べ
し
。

比
ろ
整
聴
に
籍
る
に
、

皆
な
由
有
り
て
然
り
と
云
う
。

量
に
所
懐
を
仰
啓
し
、

少
し
く
心
款
を
陳
べ
ざ
る
を
得
ん
や
。
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此
の
段
の
小
冠
、
兇
愚
に
出
で
、
天
網
宏
く
軍
え
ば
、
理
と
し
て
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
但
だ
聖
明
の
世
を
御
す
る
と
き
に
は
、
幸
い
に
爾

安
楽
を
保
つ
を
獲
、
公
私
の
情
願
、
此
こ
に
於
い
て
見
る
ベ
し
。
斉
天
下
を
有
し
て
、
歳
月
未
だ
久
し
か
ら

ず
。
高
民
を
漂
泊
す
る
こ
と
、
其
の
貫
未
だ
多
か
ら
ず
。
百
姓
猶
お
険
に
し
て
、
悪
を
懐
く
者
衆
し
。
陛
下
曲
さ
に
流
愛
を
垂
れ
、
毎
に

優
旨
を
存
す
。
但
だ
頃
ろ
小
大
士
庶
、
毎
に
小
利
を
以
て
奉
公
し
、
損
す
る
所
の
者
の
大
な
る
を
顧
み
ず
、
籍
を
摘
し
て
工
巧
を
検
し
、

(

幻

)

仰
を
督
し
て
小
塘
を
も
簡
し
、
藤
丁
匿
口
、
九
そ
諸
々
の
僚
制
、
買
に
怨
府
を
長
ず
。
此
れ
目
前
の
交
利
、
天
下
の
大
計
に
非
ず
。
一
室

の
中
す
ら
、
向
お
精
す
べ
か
ら
ず
、
寓
宙
の
中
、
何
ぞ
周
洗
す
ベ
け
ん
や
。
公
家
何
ぞ
嘗
て
民
の
欺
巧
多
き
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。
古
今

政
は
細
砕
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
故
に
此
れ
を
震
さ
ず
、
賓
に
理
に
布
る
に
非
ず
。
但
だ
理
を
識
る
者
百
に
一
も
有
ら
ず
、
陛
下
の
弟

見
大
臣
す
ら
、
猶
お
皆
な
は
理
に
伏
す
能
わ
ず
。
況
ん
や
復
た
天
下
の
悠
々
た
る
高
品
に
お
い
て
を
や
。
怨
積
み
薫
を
褒
め
、
兇
迷
相
い

一
慮
に
止
ま
れ
ば
、
何
ぞ
除
か
ざ
る
に
足
り
ん
や
。
院
し
復
た
所
多
け
れ
ば
、
便
ち
転
々
を
成
さ
ん
。
・
:

山
海
崇
深
な
れ
ば
、
臣
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、
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こ
こ
で
は
、
湾
王
朝
創
立
以
来
日
も
浅
く
、

な
お
民
力
の
休
養
が
必
要
で
あ
る
の
に
、

「
小
利
を
以
て
奉
公
す
る
」

「
小
大
土
庶
」
が
、
戸
籍

検
査
や
仰
の
督
促
等
、

目
前
の
小
さ
な
利
盆
を
追
求
す
る
政
策
を
推
進
し
、

そ
の
こ
と
が
民
衆
の
不
満
を
よ
び
お
こ
し
て
唐
寓
之
の
範
に
設
展

し
た
、
と
い
う
認
識
を
示
し
、

「
天
下
の
大
計
」
た
る
民
力
休
養
の
た
め
に
は
、
戸
籍
記
載
の
少
々
の
不
正
は
大
自
に
み
る
べ
き
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。

越
智
重
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
唐
寓
之
の
能
は
通
常
検
籍
が
厳
格
で
あ
っ
た
た
め
起
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
が
」
、

(

お

〉

「
銭
納
の
苛
酷
さ
」
が
「
民
聞
の
反
抗
を
ひ
き
お
こ
」
し
た
と
い
う
側
面
を
重
覗
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
劉
宋
王
朝
末
期
以
来
の

仰
の
取

り
立
て
な
ど
、

財
政
赤
字
克
服
の
た
め
、
武
一帝
一
政
権
で
は
、
戸
籍
検
査
の
強
化
に
限
ら
ず
、
仰
を
は
じ
め
貨
幣
牧
入
の
増
大
の
た
め
の
施
策
を
次
々
と
賀
行
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
財
政
政
策
全
般
に
封
す
る
不
満
が
範
の
背
景
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
こ
の
貼
に
閲
す
る
薦
出
艇

の
認
識
は
正
確
で
あ
る
と
考
え
る
。
粛
疑
が
言
及
し
た
制
御
の
質
態
は
、
越
智
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
南
贋
書
』
巻
二
六
王
敬
則
俸
に
み
え

る。

湖
海
を
過
酷
m
し
、
民
丁

許
徴
し
て
銭
と
魚
し
、

蓋
庫
に
迭
り
、
以
て
便
宜
と
痛
さ
ん
、

一
部
を
給
せ
ら
る
。
曾
土

土
庶
と
な
く
皆
な
塘
役
を
保
す
。
敬
則

之
れ
を
許
す
。

以
え
ら
く
、
功
力
徐
り
有
れ
ば
、
悉
く
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尋
い
で
遜
り
て
使
持
節

・
散
騎
常
侍

・
都
督
曾
稽
東
陽
新
安
臨
海
永
嘉
五
郡
軍
事
・
銀
東
将
軍
・
舎
稽
太
守
と
漏
る
。
永
明
二
年
、
鼓
吹

と
。
上

と
あ
り
、

唐
寓
之
の
凱
直
前
の
、

舎
稽
太
守
王
敬
則
が
塘
役
の
か
わ
り
に
銭
を
徴
牧
し
て
中
央
の
財
庫
(
翠
庫
)
に
迭
納
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
、
武
一
帝一
の
裁
可
を
得
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
武
一
帝
の
子
、
粛
子
良
が
次
の
よ
う
な
啓
を
た
て
ま
つ
っ
て
、
反
封
意
見
を
述
べ
て

永
明
二
年
頃
、

い
る
。

-・・頃
ろ
銭
貴
く
物
賎
く
、
殆
ん
ど
兼
倍
せ
ん
と
欲
し
、
九
そ
鯛
類
に
在
り
て
、
藍
く
の
如
く
な
ら
ざ
る
莫
し
。
稼
稽
難
勧
な
る
に
、
刷
所
ご

と
に
直
敏
十
、
機
行
動
苦
な
る
に
、

匹
ご
と
に
裁
か
に
三
百
。
然
る
所
以
の
者
、
買
に
亦
た
由
有
り
。
年
常
歳
調
、
既
に
定
期
有
り
て
、

億
仰
上
る
所
、
威
く
是
れ
見
直
。
東
開

銭
真
撃
多
く
、
復
た
完
き
者
鮮
な
き
に
、
公
家
受
く
る
所
、
必
ら
ず
員
大
を
須
む
れ
ば
、
南
を

以
て
一
に
代
え
、
貿
う
る
所
に
困
し
み
、
鞭
撞
質
繋
せ
ら
れ
、
盆
々
無
柳
を
致
す
。



臣
背
舎
稽
を
恭
く
し
、
粗
ぼ
物
俗
に
闘
い
た
る
に
、
塘
丁
の
上
る
所
は
、
本
と
官
に
入
ら
ず
。
良
に
肢
湖
宜
し
く
墾
ぐ
ベ
く
、
橋
路
須

か
ら
く
遁
ず
べ
き
に
由
り
、

若
し
甲
分
駿
壊
せ
ば
、
則
ち
年
に
一
た
び
僑
改

郡
通
じ
て
此
の
直
を
諜
し
、
悉
く
以
て
蓋
に
還
せ
ば
、
租
賦
の
外
、
更
に
一
調

を
生
ぜ
ん
。
塘
路
を
し
て
尉
蕪
し
、
湖
源
を
し
て
世
散
せ
し
む
る
を
致
し
、
民
を
害
し
政
を
損
う
こ
と
、
買
に
此
れ
劇
と
帰
す
。

夫
を
均
し
く
し
直
を
訂
り
、

し
、
若
し
乙
限
堅
完
な
れ
ば
、
則
ち
終
歳
役
無
し
。
今

民
自
ら
用
を
震
せ
る
な
り
。

建
元
初
、
校
虜
激
魂
し
、
軍
用
股
贋
た
り
。
新
東
五
郡
、
丁
ご
と
に
一
千
を
税
し
、
乃
ち
妻
見
を
質
買
し
、
以
て
此
の
限
に
充
つ
る
も

の
有
り
て
、
道
路
愁
窮
、
聞
見
す
る
べ
か
ら
ざ
り
き
。
遁
す
る
所
向
お
多
く
、
牧
上
の
事
絶
え
た
れ
ば
、
臣
登
ち
に
具
さ
に
啓
聞
し
、
開

ち
鋪
原
を
蒙
れ
り
。
市
れ
ど
も
此
の
年
の
租
課
、
三
分
し
て
一
を
遁
し
、
明
ら
か
に
徒
だ
民
を
擾
が
す
に
足
る
の
み
に
し
て
、
貫
自
に
園

を
弊
せ
し
む
る
を
知
る
。
愚
謂
え
ら
く
塘
丁
の
一
篠
、
宜
し
く
還
た
蓄
に
復
す
ベ
く
、
在
所
の
遁
仰
は
、
優
量
原
除
す
ベ
し
、
と
。
九
そ

麿
に
受
く
べ
き
の
銭
は
、
大
小
を
限
ら
ず
、
何
り
て
在
所
を
し
て
布
吊
に
折
市
せ
し
め
ん
。
若
し
民
雑
物
有
り
て
、
是
れ
軍
園
の
須
む

る
所
な
れ
ば
、
債
に
随
い
直
に
准
ぜ
し
む
る
を
聴
し
、
一
麿
に
銭
を
、途
る
を
必
せ
ざ
る
も
、
公
に
於
い
て
其
の
用
を
蕗
か
ず
、
私
に
在
り

て
賓
に
其
の
渥
き
を
荷
な
わ
ん
。
:
・
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民
を
救
い
弊
を
揮
う
に
は
、
賦
を
減
ず
る
に
遁
ぐ
る
莫
し
。
時
和
し
歳
稔
れ
ど
も
、
街
お
爾
く
虚
乏
し
た
れ
ば
、
償
し
水
皐
に
値
た
れ

ば
、
寧
ぞ
熟
念
す
ベ
け
ん
や
。
且
つ
西
京
の
蟻
強
な
り
し
は
、
寅
に
三
輔
に
基
づ
き
、
東
都
の
全
固
な
り
し
は
、
寒
に
三
河
に
頼
り
、
歴

代
同
じ
き
所
、
古
今
一
授
な
り
。
石
頭
以
外
、
裁
か
に
自
ら
府
州
に
供
す
る
に
足
り
、
方
山
以
東
、
深
く
朝
廷
の
根
本
に
関
わ
る
。
夫
れ

股
肱
要
重
に
し
て
、
仰
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く
寛
政
を
蒙
り
、
少
し
く
優
養
を
加
え
ら
る
ベ
し
。
其
の
目
前
の
小
利
を
略
し
、
其
の

長
久
の
大
盆
を
取
ら
ば
、
民
賀
の
肢
か
な
ら
ず
、
園
財
の
阜
か
な
ら
ざ
る
を
患
う
こ
と
無
き
な
り
。
宗
臣
重
寄
、
威
な
園
を
利
す
る
と
云

う
も
、
痛
か
に
愚
管
の
如
く
ん
ば
、
未
だ
安
ん
ず
べ
き
を
見
ず
。

粛
子
良
は
、
塘
役
の
代
り
に
銭
を
取
り
立
て
る
政
策
を
は
じ
め
、
永
明
二
年
頃
の
財
政
政
策
全
般
へ
の
批
剣
を
展
開
し
て
い
る
。
越
智
氏
の
指

摘
の
と
お
り
、
さ
き
の
粛
疑
の
啓
で
は
こ
の
鎮
の
こ
と
を
仰
と
稽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仰
と
は
、
元
来
、
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れ
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(
川
品
〉

役
の
代
り
に
納
入
す
る
鎮
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
粛
子
良
の
啓
の
中
で
は
「
偉
仰
」
と
い
う
名
稽
で
出
て
い
る
。
粛
子
良
は
、
塘
丁
の
役
の
代
り

の
醐
や

「
憧
仰
」
の
取
り
立
て
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
良
貨
吸
い
あ
げ
の
政
策
が
三
呉
地
方
の
農
民
を
困
窮
に
お
と
し
い
れ
て
い
る
現
状
を

批
判
し
、
塘
丁
の
役
は
、
蓄
来
の
水
利
施
設
の
管
理
方
式
、
す
な
わ
ち

「
傍
役
を
提
供
し
て
補
修
す
る
か
、
あ
る
い
は
塘
役
を
鏡
納
し
て
努
役

(

お

)

を
や
め
る
か
と
い
う
か
た
ち
で
」
の

「住
民
全
盟
の
主
瞳
的
参
加
に
よ
る
水
利
施
設
の
直
接
管
理
」
に
も
ど
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
主
張
の
根
底
の
論
理
が
民
力
の
休
養
で
あ
る
こ
と
は
、
「
民
を
救
い
弊
を
揮
う
に
は
、
賦
を
減
ず
る
に
過
ぐ
る
莫
し
。
」
以
下
の
最
後
の

段
落
を
み
れ
ば
明
瞭
で
あ
り
、
さ
き
に
み
た
粛
疑
と
共
通
の
志
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
こ
の
粛
子
良
の
主
張
は
、
武
一
帝

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
?
た
。

以
上
、
南
湾

・
武
一
一
帝
政
権
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
戸
籍
検
査
や
即
の
取
り
立
て
等
の
財
政
政
策
を
め
ぐ
っ

て
、
粛
出
疑

・
粛
子
良
ら
民
力
休
養

の
主
張
が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
民
力
休
養
涯
に
劉
立
し
た
の
は
、
日
文
度
ら
恩
倖
寒
人
、
さ
ら
に
積
極
的
に
良
貨
吸

い
上
げ
を
提
案
し
て
武
一
帝
政
権
に
迎
合
す
る
王
敬
則
ら
一
部
官
僚
で
、
恩
倖
寒
人
は
も
と
よ
り
、
王
敬
則
も
女
亙
の
子
で
軍
人
と
し
て
出
世
し

た

(
『南
斉
書
』
本
体
)
非
士
大
夫
な
の
で
あ
っ
た
。

雨
者
の
相
違
は
、

唐
寓
之
の
観
へ
の
封
躍
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
粛
巌
は
、
先
に
み
た
よ
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う
に
、
唐
宮
内
之
の
能
の
護
生
を
員
撃
に
う
け
と
め
て
政
策
の
轄
換
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
劃
す
る
武
一
帝
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
(
『
南
揖
門
書
』
橡
章
文
献
王
俸
)
。

歎
巧

那
ぞ
容
す
ベ
け
ん
や
。
宋
世
混
凱
せ
る
は
、
以
て
是
と
震
す
ゃ
い
な
や
。
蚊
蟻
何
ぞ
憂
い
と
爵
す
に
足
り
ん
や
。
己
に
義
勇
の
破

る
所
と
篤
り
、
官
軍
も
昨
う
至
り
た
れ
ば
、
今
都
て
躍
に
散
減
す
ベ
し
。
吾
れ
政
に
其
の
大
を
排
ぜ
ざ
り
し
を
恨
む
の
み
。
亦
た
何
れ
の

時
に
か
亡
命
無
か
ら
ん
や
。

こ
こ
に
は
、
反
飢
、

さ
ら
に
は
戸
籍
の
ご
ま
か
し
に
劃
し
て
あ
く
ま
で
強
硬
な
武
一帝
一
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
護
言
の
後
に
、

と
み
え
、 後
乃
ち
詔
し
て
籍
注
を
復
す
る
を
許
す
。

「
却
籍
」
の
一
定
の
緩
和
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
緩
和
は
、
戸
籍
の
ご
ま
か
し
の
一
掃
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と



を
政
府
自
ら
が
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
以
て
根
本
的
な
政
策
轄
換
、
す
な
わ
ち
民
力
休

(
m
m
〉

養
論
の
勝
利
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
武
一
一
帝
政
権
に
よ
る
財
政
政
策
と
民
力
休
養
論
と
が
、
唐
寓
之
の
観
の
後
に
も
封
時
し
績
け
て
い
る

こ
と
は
、
『
南
湾
室
田
』
巻
四
六
陸
慧
暁
惇
附
顧
憲
之
俸
に
明
瞭
で
あ
る
。
本
俸
に
は
、
ま
ず
顧
憲
之
の
論
が
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
が
衣

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

永
明
六
年
、
随
王
の
東
中
郎
長
史
・
行
舎
稽
郡
事
と
信
用
る
。
時
に
西
陵
成
主
杜
元
誌

啓
し
て
い
わ
く
、

「
呉
輿
秋
り
無
く
、
舎
稽
豊
登

し
、
商
放
の
往
来
、
常
歳
よ
り
倍
多
せ
り
。
西
陵
の
牛
壊
税
、
官
格
は
日
ご
と
に
三
千
五
百
な
れ
ど
、
元
説

日
ご
と
に
一
倍
す
ベ
く
、
盈
縮
相
い
乗
ぬ
れ
ば
、
略
計

如
し
見
る
所
に
聞
か
ば
、

年
ご
と
に
百
寓
を
長
ぜ
ん
。
浦
陽
の
南
北
津
及
び
柳
浦
と
四
壊
、
乞
う
ら
く
は

官
の
震
に
領
揺
し
、

一
年
に
て
格
外
に
四
百
許
寓
を
長
ぜ
ん
。
西
陵
成
前
の
検
税
は
、
成
の
事
を
妨
ぐ
る
無
く
、
徐
の
三
擦
は
自
ら
腹
心

(

幻

〉

「
此
れ
韮
ぞ
是
れ
事
宜
な
ら
ん
や
。
訪
察
し
て
即
ち
に
啓
す
べ
し
。
」
と
。
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を
翠
げ
ん
。
」
と
。
世
租
敷
し
て
舎
稽
郡
に
示
し
て
い
う
。

(

叩

泊

)

永
明
六
年
、
西
陵
成
主
杜
元
誌
が
、
凶
作
の
呉
輿
と
豊
作
の
曾
稽
と
の
聞
の
商
人
の
往
来
の
激
増
に
着
目
し
て
、
西
陵
等
、
四
つ
の
牛
擦
の
遁

行
税
を
自
分
に
請
負
わ
せ
た
な
ら
、
四
百
寓
鎮
の
税
牧
増
加
を
達
成
す
る
旨
、
提
案
し
た
の
に
劃
し
、
武
一
帝
は
、
都
合
の
よ
い
こ
と
(
「
事
宜
」

(m〉

「
便
宜
」
)
で
は
な
い
か
と
考
え
、
嘗
時
、
随
郡
王
子
陸
の
も
と
で
東
中
郎
長
史
・
行
禽
稽
郡
事
と
し
て
、
舎
稽
郡
の
長
官
を
代
行
す
る
立
場
に

あ
っ
た
顧
憲
之
に
調
査
と
報
告
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
答
え
て
、
顧
憲
之
が
「
議
」
を
た
て
ま
つ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
半
で
、
決
の
よ
う

に
い
う
。始
め
牛
擦
を
立
つ
る
の
意
を
尋
ぬ
る
に
、
有
も
逼
り
慨
し
て
以
て
税
を
納
め
し
め
ん
と
せ
し
に
は
非
ざ
る
な
り
。
嘗
に
風
濡
迅
除
、
人
力

捷
た
ず
、
屡
々
謬
溺
を
致
せ
し
を
以
て
、

A

一
品
を
済
い
物
を
利
す
べ
き
な
れ
ば
の
み
。
既
に
公
私
是
れ
楽
し
み
、
所
以
に
直
を
職
む
れ
ど
怨

む
無
し
。
京
師
の
航
渡
、
即
ち
其
の
例
な
り
。
而
る
に
後
の
監
領
す
る
者
、
其
の
本
に
達
せ
ず
、
各
々
己
が
功
に
務
め
、
互
い
に
理
外
を

生
ぜ
り
。
或
い
は
別
道
を
禁
逼
し
、
或
い
は
空
し
く
江
行
に
税
し
、
或
い
は
船
を
撲
く
し
て
債
を
倍
に
し
、
或
い
は
力
周
ね
く
し
て
猶
お

牛
を
煩
わ
さ
ざ
る
者
上
詳
し
、
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責
め
、
九
そ
此
く
の
如
き
類
、

擦
を
経

格
外
十
篠
を
報
ぜ
ら
れ
、

並
び
に
停
寝
せ
ら
る
。

従
来
の
誼
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訴
、
始
め
て
暫
ら
く
萌
む
を
得
た
り
。
案
ず
る
に
呉
輿
は
頻
歳
失
稔
し
、
今
蛮
に
尤
も
僅
え
、
之
れ
を
去
り
て
畳
に
従
う
は
、
良
に
機
材
桝

せ
る
に
由
る
。
或
い
は
貨
を
徴
し
て
粒
に
貿
え
、

め
、
格
に
依
り
て
降
さ
ず
。
奮
格
新
に
減
ず
れ
ど
も
、
向
お
未
だ
登
る
を
議
さ
ざ
る
に
、
格
外
加
倍
、
将
た
何
の
術
を
以
て
せ
ん
や。

皇

災
を
幸
い
と
し
利
を
権
め
、
重
ね
て
困
撲
を
増
さ
ん
と
す
。
人
に
し
て
仁
な
ら
ざ
る
も
の
、
古
今

還
り
て
親
累
を
控
い
、

或
い
は
老
弱
を
提
掘
し
、

陳
力
醐
口
せ
る
に
、

壊
司
税
を
責

慈
岨
隠
し
振
康
鏑
調
せ
る
に
、

フじ
艶

共
に
疾
む
。

且
つ
比
ろ
絡
に
加
え
て
市
を
置
く
者
、
前
後
相
い
扇
ぐ
も
、
惟
だ
新
加
旗
た
す
無
き
の
み
に
非
ず
し
て
、
設
び
に
皆
な
奮
格

す
ら
猶
お
闘
く
。
愚
恐
る
ら
く
は
、
元
誌
の
今
の
啓
も
、
亦
た
首
に
殊
な
ら
ざ
る
べ
し
、
と
。
若
し
事

一口
に
副
わ
ざ
れ
ば
、
謹
詰
を
胎

す
を
憧
れ
、
便
ち
百
方
侵
苦
し
、
公
の
矯
め
に
怨
み
を
買
わ
ん
。
元
艶

菓
性
苛
刻
、
己
に
往
数
に
彰
わ
れ
、
任
ず
る
に
物
土
を
以
て
す

る
は
、
普
え
ば
狼
を
以
て
羊
を
勝
い
し
む
る
ご
と
き
に
し
て
、

其
の
翠
げ
ん
と
欲
す
る
所
の
腹
心
も
、
亦
た
嘗
に
虎
に
し
て
冠
す
べ
き
の

み
。
蓄
に
云
わ
く
、

「
其
の
緊
飲
の
臣
有
ら
ん
よ
り
は

寧
し
ろ
盗
臣
有
れ
。
」
と
。

此
れ
公
よ
り
盗
む
は
損
を
掃
す
こ
と
蓋
し
微
な
れ
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ど
、
民
よ
り
数
む
る
は
害
す
る
所
乃
ち
大
な
る
を
言
う
な
り
。
今
務
照
運
に
在
り
、
草
木
津
い
を
含
み
、
其
の
事
宜
に
非
.
さ
る
こ
と
、
仰

(

ω

)

 

ぎ
て
聖
旨
の
如
し
。
然
ら
ば
斯
の
任
を
掌
る
者
、
躍
に
廉
卒
を
筒
ぶ
ベ
し
。
廉
な
れ
ば
則
ち
公
よ
り
痛
ま
ず
、
卒
な
れ
ば
則
ち
民
に
害
無

き
な
り
。
愚
叉
た
以
え
ら
く
便
宜
と
は
、
蓋
し
公
に
便
に
し
て
、
民
に
宜
し
き
を
謂
う
な
り
。
縞
か
に
見
る
に
頃
ろ
の
便
宜
を
言
う
者
、

能
く
民
力
の
外
に
於
い
て
、
天
を
用
い
地
を
分
く
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
率
む
ね
皆
な
即
日
民
に
宜
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
方
来
公
に
便
な
ら

ず
。
名
と
買
と
反
し
、
政
瞳
に
事
る
こ
と
有
り
。
九
そ
此
く
の
如
き
等
、
誠
に
宜
し
く
深
察
す
ベ
し
。

牛
壊
と
は
そ
も
そ
も
交
通
の
便
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
増
税
の
手
段
で
は
な
い
こ
と
、
呉
輿
の
凶
作
に
乗
じ
て
増
税
を
は
か
る
の

は
人
道
に
反
す
る
こ
と
、
従
来
よ
り
多
額
の
納
税
を
約
定
し
て
通
行
税
等
の
商
税
を
請
負
う
者
が
績
出
し
て
い
た
が
、

そ
の
達
成
は
困
難
で
あ

り
、
結
局
民
衆
に
し
わ
ょ
せ
が
い
く
の
が
現
黙
で
あ
る
こ
と
、
等
の
理
由
を
述
べ
、

(

幻

〉

と
極
め
付
け
、
杜
元
艶
の
提
案
は
決
し
て
本
来
の
意
味
で
の
「
便
宜
」
で
は
な
く
、
民
力
を
疲
弊
さ
せ
る
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
を
論
じ

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
大
拳
』
の
一
簡
を
引
用
し
て
杜
元
訟
を
「
東
数
の
臣
」

る
。
顧
憲
之
は
、



山
陰
一
勝
、
課
戸
二
高
、
其
の
民
の
質
三
千
に
満
た
ざ
る
者
、
殆
ど
絡
に
傘
ば
に
居
ら
ん
と
し
、
刻
し
叉
た
之
れ
を
刻
し
て
、
猶
お
且
つ

三
分
し
て
一
を
徐
せ
り
。
九
そ
賀
有
る
者
は
、
多
く
是
れ
土
人
に
し
て
復
除
せ
ら
れ
、
其
の
貧
極
ま
れ
る
者
は
、
悉
く
皆
な
露
戸
の
役

(

担

〉

民
。
三
五
官
に
属
せ
ば
、
蓋
し
惟
れ
分
定
ま
り
て
、
百
端
の
稔
調
、
叉
た
則
ち
常
に
然
り
。
比
ろ
衆
局
の
検
校
、
首
尾
尋
績
し
、
横
し
ま

に
相
い
質
累
せ
ら
る
る
者
も
、
亦
た
復
た
少
な
か
ら
ず
。
一
人
揖
せ
ら
る
れ
ば
、
十
人
相
い
追
い
、
一
緒
裁
か
に
萌
さ
ば
、
千
葉
互
い
に

起
こ
る
。
輩
事
弛
み
て
農
業
摩
れ
、
賎
く
庸
を
取
り
て
貴
く
責
を
暴
げ
、
公
に
鷹
じ
私
を
贈
ら
わ
し
、
日
々
曜
給
せ
ざ
れ
ば
、
非
を
篤
す

こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
其
れ
得
ベ
け
ん
や
。
死
す
ら
且
つ
俸
ら
ず
、
矧
ん
や
伊
れ
刑
罰
を
や
。
身
す
ら
且
つ
愛
せ
ず
、
何
ぞ
況

ん
や
妻
子
を
や
。
是
こ
を
以
て
前
検
未
だ
窮
せ
ざ
る
に
、
後
巧
復
た
滋
く
、
網
野
徒
ら
に
峻
し
き
も
、
猶
お
俊
る
能
わ
ず
。
痛
か
に
零
ぬ

る
に
民
の
儒
多
き
は
、
買
に
宋
季
軍
放
繁
輿
し
、
役
賦
段
重
な
る
に
由
り
、
動
劇
に
堪
え
ず
、
巧
に
情
り
て
優
を
祈
め
、
習
を
積
み
て
常

を
生
じ
、
遂
に
迷
い
て
反
る
を
忘
る
る
な
り
。
四
海
の
大
、
察
庶
の
衆
、
心
用
参
差
に
し
て
、
卒
か
に
は
澄
一
し
難
し
。
化
す
る
に
は
宜

し
く
漸
を
以
て
す
べ
く
、
疾
責
す
べ
か
ら
ず
、
誠
に
擾
さ
ざ
る
を
存
し
、
疾
を
醸
し
汗
を
納
れ
、
買
に
崇
臓
を
増
し
、
務
め
て
寛
簡
を
詳

ょ

う

ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
精
白
ゃ
く
淳
に
婦
さ
ん
。
叉
た
符
簡
を
被
る
は
、
前
後
年
月
久
遠
に
し
て
、
具
事
存
せ
ざ
る
を
病
み
、
符
旨
既
に

鍛
な
れ
ど
も
、
敢
え
て
闇
信
せ
ず
。
鯨
筒
し
て
郡
に
迭
り
、
郡
筒
し
て
使
に
呈
せ
ば
、
殊
形
詑
敗
、

千
襲
寓
源
。
聞
く
者
は
忽
せ
に
し
て

経
懐
せ
ざ
れ
ど
も
、
見
る
者
は
買
に
傷
骸
す
る
に
足
る
。
兼
ね
て
親
腐
里
伍
、
道
路
に
流
離
し
、
時
轄
た
寒
澗
な
れ
ど
、
事
方
に
未
だ
己

ま
ず
、
其
の
土
人
・
婦
女
は
、
粛
々
衷
を
磨
き
難
し
。
筒
せ
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
巧
有
る
を
疑
い
、
筒
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
復
た
未
だ
安
ん
ず

-71ー

る
所
を
知
ら
ず
。
愚
調
え
ら
く
此
の
保
、

宜
し
く
鯨
に
委
ね
て
簡
保
せ
し
む
べ
し
。
其
の
綱
領
を
奉
げ
て
、
其
の
毛
目
を
略
さ
ば
、
乃
ち

襲
漏
る
れ
ど
も
、
貯
中
を
出
さ
ず
、
嬰
疾
沈
癌
な
る
者
、
重
ね
て
生
造
の
恩
を
荷
な
う
に
庶
か
ら
ん
。

舎
稽
郡
の
首
鯨
山
陰
腕
怖
の
役
を
負
携
す
る
戸
の
悲
惨
な
朕
況
を
述
べ
て
、
戸
籍
記
載
の
ご
ま
か
し
(
「
巧
」
)
も
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
、
戸
籍
検
査
が
豚
、
郡
、
(
蓋
〉
使
と
い
く
つ
も
の
段
階
を
ふ
ん
で
行
な
わ
れ
る
(
「
衆
局
の
検
校
」
〉
貼
に
新
た
な
不
正
を
生
む

原
因
の
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
、
戸
籍
検
査
は
豚
に
一
任
し
て
、
細
部
に
わ
た
る
検
査
は
省
略
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
戸
籍
検
査

457 
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を
燃
で
行
な
う
と
い
う
提
案
は
、
虞
玩
之
の
意
見
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
戸
籍
検
査
を
燃
の
責
任
に
お
い
て
貫
施
す
る
と
い
う
貼
こ
そ
、
思
倖

晴
彦
人
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
蓋
使
の
涯
遣
に
よ
る
郡

・
豚
へ
の
巌
し
い
締
め
付
け
へ
の
針
案
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
顧
憲
之
の
論
に
よ
れ

(

お

)

ば
、
首
時
の
曾
稽
郡
に
お
け
る
戸
籍
検
査
は
、
鯨
か
ら
郡
へ
と
引
き
縫
が
れ
、
郡
の
段
階
で
葦
使
が
介
在
し
て
監
査
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
顧
憲
之
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
論
を
結
ぶ
。

俗
諺
に
云
わ
く
、

「舎
稽
唐
寓
之
の
冠
擾
に
離
り
、
公
私
残
室
、
調
々
復
た
特
に
甚
だ
し
。
儀
し
水
皐
に
値
た
ら
ば
、
買
に
念
い
易
か
ら
ず
。

(

弘

)

令
史
に
歩
捲
す
。
」
と
。
曾
稽
奮
と
沃
壌
と
稽
せ
ら
れ
し
に
、
今
猶
お
此

鼓
を
打
ち
て
仰
を
迭
り
、

呉
輿

叉
た
永
輿

・
諸
竪

く
の
如
し
。
呉
輿

本
と
よ
り
是
れ
靖
土
な
れ
ば
、
事
知
る
べ
き
に
在
り
。
因
循
の
徐
弊
、
誠
に
宜
し
く
改
張
す
ベ
し
。
元
誌
の
今
の
啓

に
沿
い
、
敢
え
て
管
見
を
陳
ぶ
。

舎
稽
郡
管
内
の
永
興

・
諸
壁
南
燃
が
唐
寓
之
の
凱
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
う
え
天
災
に
あ
っ
た
な
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
惨
事

さ
ら
に
、
警
来
豊
か
な
土
地
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
曾
稽
郡
で
さ
え
、

を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
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に
、
貧
し
い
呉
輿
郡
は
困
窮
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
い
朕
況
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
政
策
の
見
直
し
|
民
力
休
養

へ
の
方
針
轄
換
を
迫
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
物
資
の
流
通
の
激
増
と
い
う
朕
況
に
封
臨
服
し
て
、
牛
壊
通
行
税
を
奮
来
の
二
倍
の
額
で
請
け
負
う
こ
と
を
希
望
し
た
西
陵
成
主
社
元

誌
を
直
接
の
標
的
と
し
つ
つ
、
武
一
帝
政
権
の
財
政
政
策
全
般
が
批
剣
の
劉
象
と
さ
れ
て
い
る
。
杜
元
誌
の
提
案
に
み
え
る
舎
稽
か
ら
呉
輿
へ
の

物
資
の
流
通
激
増
は
、
臭
興
郡
の
凶
作
と
い
う
特
殊
な
賦
況
に
お
け
る
も
の
だ
が
、

「
比
ろ
格
に
加
え
て
市
を
置
く
者
、
前
後
相
い
属
ぐ
」
と

(

お

)

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
長
江
下
流
の
三
呉
地
方
で
一
般
的
に
物
資
流
通
が
活
況
を
呈
し
て
き
て
い
る
中
で
の
、
さ
ら
に
願
著
な
現

象
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
武
一
帝
政
権
は
、
戸
籍
検
査
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
物
資
流
遁
の
活
況
に
即
醸
し
て
、

そ
こ
か
ら
よ
り
多
く
の
税

牧
を
確
保
す
る
政
策
を
展
開
し
た
が
、
こ
の
政
策
の
遂
行
に
は
、
社
元
誌
の
よ
う
に
流
通
の
貫
情
を
現
場
で
把
握
し
て
い
る
者
が
必
要
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
顧
憲
之
は
、
民
力
休
養
の
立
場
か
ら
反
劉
の
論
陣
を
張
り
、
唐
寓
之
の
飽
も
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
、
方
針
蒋
換



(
町
四
)

を
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
顧
憲
之
の
論
は
、
先
に
み
た
粛
子
良
の
論
と
同
様
、
現
肢
に
劃
す
る
深
い
洞
察
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

み
て
き
た
よ
う
に
、
唐
寓
之
の
凱
後
も
、
武
一
帝
政
権
の
財
政
政
策
封
民
力
休
養
論
と
い
う
園
式
に
は
幾
化
は
み
ら
れ
な
い
。
武
一
帝
政
権
の
財

政
政
策
が
恩
倖
寒
人
を
主
た
る
携
い
手
と
す
る
の
に
射
し
、
民
力
休
養
論
の
携
い
手
は
、
皇
族
内
の
良
識
涯
と
も
い
う
べ
き
粛
疑
・
粛
子
良
を

(
町
山
〉

筆
頭
に
、
顧
憲
之
(
奥
郡

・奥
の
人
)
ら
南
北
の
名
門
出
身
者
を
含
む
士
大
夫
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
永
明
年
聞
の
政
治
史
を
恩

倖
寒
人
劃
士
大
夫
と
い
う
園
式
の
も
と
に
描
寓
す
る
の
が
、
粛
子
顛
『
南
斉
書
』
の
立
場
で
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

章
を
改

め
、
こ
の
『
南
費
書
』
の
立
場
に
つ

い
て
、
考
察
を
進
め
る
。

粛
子
顕
『
南
賓
室
百
』
の
立
場

(
叩
山
)

『
南
湾
書
』
の
撰
者
、
粛
子
顕
(
四
八
七
J
五
三
七
)
は
父
粛
疑
の
た
め
に
俸
を
立
て
、

(ω
〉

「
其
の
父
を
表
彰
し
」
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
れ
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だ
け
に
、
粛
嬢
ら
の
主
張
す
る
民
カ
休
養
論
は
、

そ
の
ま
ま
粛
子
顛
自
身
の
立
場
を
も
示
す
と
考
え
ら
れ
る
黙
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。
斉
梁

革
命
後
、
梁
王
朝
に
仕
え
る
こ
と
と
な
司
た
粛
子
顧
は
、

『
南
湾
室
田
』
に
、
粛
疑
・
粛
子
良
ら
の
議
論
を
詳
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徳
を
失

っ
て
滅
亡
し
た
南
湾
王
朝
に
も
、
良
識
涯
の
存
在
し
た
こ
と
を
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

粛
子
願
が
『
南
湾
書
』
を
執
筆
し
た
動
機
と
し
て
は
、
父
ひ
い
て
は
南
斉
王
朝
の
額
彰
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
粛
子
顧
の
歴
史
絞

速
に
大
き
く
影
響
を
輿
え
た
の
は
沈
約
『
宋
書
』
で
あ
る
。
『
宋
室
田
』
巻
九
四
恩
倖
俸
序
文
に
お
け
る
劉
宋
後
半
の
恩
倖
政
治
に
た
い
す
る
鋭

(

的

制

)

利
な
批
剣
は
、
そ
の
ま
ま
永
明
時
代
の
政
治
批
判
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

日
」
の
僚
に
縫
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
南
賓
室
田
』
巻
五
六
倖
臣
停
「
史
臣

『
宋
書
』
巻
九
二
良
吏
傍
序
文
・
同
停

「史
臣
日
」
の
篠
・
巻
六
五
士
口
翰
等
俸

「史
臣
日
」
の
僚
で

(
M
U
)
 

は
、
劉
宋
後
牢
の
地
方
長
官
の
任
期
短
縮
と
中
央
政
府
に
よ
る
地
方
政
治
へ
の
過
度
の
干
渉
と
が
巌
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
沈
約
の
主

そ
の
骨
子
は
、

張
は
、

『
南
湾
書
』
巻
四

O
武
十
七
王
・
寛
陵
文
宣
王
子
良
俸
の
、

459 

宋
の
世
、
元
嘉
中
、
皆
な
郡
蘇
に
責
成
せ
る
に
、
孝
武

徴
求
急
速
、
郡
豚
遅
緩
せ
る
を
以
て
、
始
め
て
蓋
使
を
遣
わ
し
、
此
れ
自
り
公
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役
務
擾
す
。

と
い
う
絞
述
と
完
全
に
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
宋
の
文
一
帝
一
の
元
嘉
年
間
以
前
に
は
、
郡
燃
の
長
官
に
委
任
さ
れ
て
い
た
地
方
政

治
が
、
孝
武
一
帝
治
世
以
降
、
徴
税
の
強
化
の
た
め
に
中
央
よ
り
蓋
使
を
涯
遣
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
蓋
使
汲
遣
に
と
も
な

っ
て
お
び
た
だ
し

い
カ
役
が
徴
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
上
の
記
事
に
績
け
て
、
士
陶
斉
王
朝
創
業
時
の
粛
子
良
の
蓋
使
の
弊
官
官
批
判
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
前
章
で
み
た
虞
玩
之
や
顧
憲
之
の
、
戸
籍
検
査
を
豚
令
の
責
任
に
お
い

て
質
行
せ
よ
、
と
い
う
主
張
も
、
蓋
使
批
判
と
同
様
の
志
向
を

も
っ
議
論
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
沈
文
季
俸
の
唐
寓
之
の
反
蹴
に
闘
す
る
記
述
も
、
勝
令
の
慮
分
に
闘
す
る
記
録
な
の
で
あ
り
、
確
固

と
し
た
権
限
を
興
え
ら
れ
て
い
な
い
豚
令
が
反
蹴
に
際
し
て
巌
し
い
庭
罰
を
受
け
る
こ
と
の
不
首
性
を
暗
に
訴
え
て
い
る
よ
う
に
も
推
測
さ
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
豚
令
の
権
限
と
責
任
に
射
す
る
深
い
関
心
に
基
づ
い
た
絞
速
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う。

沈
約
『
宋
書
』
の
本
紀

・
列
俸
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
永
明
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
で
あ
り
、

E司

宋
書
6. 

よの
く史
知論
らの
れ主
た張
事は
質
で刀く

あ(明
る42年
。)開
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の
士
大
夫
の
思
潮
を
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
沈
約
が
斎
子
良
の
八
友
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

さ
ら
に
、
沈
約
が
建
武
年
間
(
四
九
四
J
四
九
八
)
、
粛
子
願
の
兄
子
絡
の
要
請
を
受
け
て
粛
疑
の
碑
文
を
撰
し
て
い
る
(『南
斉
書
』
港
二
二

(必〉

章
文
献
王
惇
〉
こ
と
は
、
粛
子
顕
兄
弟
と
沈
約
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
南
費
量
国
』
に
お
け
る
土
大
夫
の
立
場
で
の
歴
史
絞 ?象

連
は
、
沈
約
の
影
響
を
考
慮
に
い
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
南
旗
門
書
』
が
編
纂
さ
れ
た
年
代
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

(川ご

ま
で
の
聞
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

川
勝
義
雄
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
梁
の
武
一帝
、
粛
街
も
粛
子
良
の
八
友
の
一
人
で
あ
り
、

梁
の
武
一帝
の
天
監
年
開
(
五

O
二
J
五
一
九
)
後
期
か
ら
普
通
七
年
(
五
二
六
〉

「
聞
位

し
て
以
後
、
流
民
安
挿
、
租
調
滅
克
、
農
事
保
護
な
ど
に
闘
す
る
穀
令
を
た
び
た
び
出
し
て
い

る
こ
と
は
、

こ
と
と
相
侯
っ
て
」
、

か
つ
て
粛
子
良
が
鋭
く
分
析
し
た
「
慢
性
的
な
農
村
の
不
況
」

五
鉄
銭
と
い
う
良
貨
を
夜
行
し
た

(

必

)

「
に
劃
す
る
相
嘗
な
考
慮
を
示
」
し
て
い
た
。
こ
の
よ

『南
湾
書
』
の
撰
述
さ
れ
た
時

(
日
明
)

期
に
つ
い
て
は
、
武
一一帝が
政
治
に
情
熱
を
失
い
、
信
仰
の
世
界

へ
深
く
ふ
み
込
ん
で
い
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
う
榎
本
あ
ゆ
ち
氏
の
指
摘
の
と

う
な
粛
街
の
政
治
姿
勢
も

『
南
薦
書
』
の
絞
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、



お
り
、
粛
街
の
政
治
姿
勢
が
徴
妙
に
幾
化
し
て
く
る
時
期
な
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
と
『
南
斉
書
』
と
の
闘
係
1

た
と
え
ば
『
南
湾
書
」
が
か
か

る
襲
化
を
認
識
し
て
書
か
れ
た
か
否
か
な
ど
の
黙
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の
ご
と
く
『
南
湾
書
』
の
絞
述
は
、
沈
約
『
宋
書
』

の
絞
述
や
梁
の
武
帝
の
政
治
姿
勢
に
強
く
影
響
さ
れ
て
、

士
大
夫
の
立
場
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
土
大
夫
に
劃
置
さ
れ
る
の
は
、
恩
倖
寡
人
で
あ
る
が
、
恩
倖
寒
人
が
武
一
帝
政
権
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、

『
南
湾
書
』
は
あ
ま
り
鰯
れ
て
い
な
い
。

『
南
斉
書
』
が
永
明
時
代
政
治
史
を
恩
倖
寒
人
封
土
大
夫
と
い
う
園
式
の
も
と
に
描
篤
し
よ
う
と
し

一
方
の
嘗
事
者
で
あ
る
恩
倖
寒
人
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

『
南
史
』
の
方
、が
詳
し
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

て
い
る
の
は
確
か
な
の
だ
が
、

先
に
み
た
よ
う
に
、
粛
子
良
ら
の
戸
籍
検
査
に
劃
す
る
批
判
は
詳
細
に
引
用
さ
れ
て
も
、
そ
の
戸
籍
検
査
を
推
進
し
た
の
が
誰
か
に
つ
い
て
は

明
記
せ
ず
、

や
点
、

『
南
史
』
巻
七
七
思
倖
・
茄
法
亮
俸
の
記
述
か
ら
呂
文
度
ら
恩
倖
宮
本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

同
巻
の
口
口
文
頴
俸
に

時
に
中
書
舎
人
四
人
各
々
一
省
に
住
み
、
世

之
れ
を
四
戸
と
謂
う
。
既
に
重
権
を
組
ベ
、
勢
天
下
を
傾
く
。
:
其
の
後

玄
象
度
を
失
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し
、
史
官
宜
し
く
新
一醸
の
瞳
を
修
む
べ
し
と
奏
す
。

王
倹

之
れ
を
聞
き
、

上
に
謂
い
て
日
く
、
「
天
文
指
件
し
、

此
の
繭
は
四
戸
に
出

る
。
」
と
。
伯
り
て
文
額
等
専
撞
に
し
て
和
に
想
え
る
を
奏
し
、
其
の
事
を
極
言
す
。
上

之
れ
を
納
る
る
と
難
も
改
む
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

〈

円

引

)

超
一
流
の
名
門
出
身
の
宰
相
〈
尚
書
令
)
王
倹
と
封
立
関
係
に
あ
司
た

と
、
永
明
年
間
、
恩
倖
寒
人
が
中
書
舎
人
と
な
っ
て
質
権
を
掌
握
し
、

こ
と
が
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
巻
劉
係
宗
俸
に
、

武
帝

常
に
云
う
。

「
事
士
輩

経
園
に
堪
え
ず
、
唯
だ
大
い
に
讃
書
す
る
の
み
。
経
園
は

一
劉
係
宗
に
て
足
れ
り
。
沈
約
・
王
融
数

百
人
、
事
に
於
い
て
何
ぞ
用
い
ん
や
c
」
其
の
吏
事
を
重
ん
ず
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

と
あ
る
の
も
、
沈
約
-
王
融
ら
士
大
夫
と
恩
倖
寒
人
と
の
劉
抗
関
係
を
明
示
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

臣
・
劉
係
宗
俸
に
も
類
似
の
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
武
一
帝
が
明
一
帝
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
沈
約
・
王
融
の
姓
名
を
記
さ
ず
「
此
の
輩
」
と
「
事

『
南
湾
書
』
巻
五
六
倖
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士」

一
般
を
指
す
こ
と
ば
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
劉
係
宗
は
武
一
一帝
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
聞
で
あ
る
か
ら
、

『
南
史
』
の
記
載
の
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方
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
沈
約
・
王
融
の
姓
名
を
あ
げ
て
い
な
い
馳
に
つ
い
て
は
、
周
一
良
氏
が
、

貴
族
文
人
な
れ
ば
、
貴
族
文
人
沈
約
の
形
象
を
維
謹
し
、
寒
門
劉
係
宗
の
掩
う
所
と
信
用
る
に
至
ら
ざ
ら
し
め
ん
が
矯
め
、

蓋
し
粛
子
顕

此
れ
に
因
り
て
此
の
輩
の
二
字
を
用
っ
て
具
健
姓
名
に
代
替
せ
る
の
み
。

(

必

)

と
論
ぜ
ら
れ
た
ご
と
く
、
沈
約
ら
士
大
夫
を
擁
護
す
る
粛
子
顧
の
立
場
に
よ
る
書
き
替
え
で
あ
ろ
う
。
士
大
夫
と
恩
倖
寒
人
と
の
劉
抗
関
係
に

お
い
て
永
明
時
代
を
描
く
わ
り
に
、
一
方
の
賞
事
者
た
る
思
倖
申
恋
人
の
記
述
が
手
薄
で
、
士
大
夫
側
の
主
張
が
長
々
と
引
用
さ
れ
る
と
い
う
『
南

費
書
』
の
紋
述
の
特
質
は
、

士
大
夫
の
立
場
に
た
つ
粛
子
額
の
主
観
が
は
い
り
す
ぎ
て
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

」
の
貼
は
南
旗
開
王

朝
嘗
事
者
で
あ
る
粛
子
顕
に
よ
る
歴
史
絞
越
の
宿
命
で
あ
り
、

や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
南
賓
室
百
』
の
覗
黙
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
以

上
、

『
南
薦
書
』
の
え
が
く
士
大
夫
封
恩
倖
寒
人
と
い
う
園
式
も
、
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
事
質
と
し
て
受
け
取
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ

う

そ
れ
で
は
、
永
明
時
代
政
治
史
の
質
像
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
与
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
南
賓
室
百
』
議
章
文
献
王
俸
を
手
が
か
り
に
、
考
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察
し
て
み
る
。
本
俸
は
、
粛
子
願
が
父
粛
疑
を
額
彰
す
る
た
め
に
、
良
い
こ
と
し
か
書
い
て
い
な
い
と
、
と
り
わ
け
非
難
を
あ
び
て
き
た
停
で

(
品
目
)

「
七
千
絵
字
」
に
及
ぶ
詳
細
な
記
述
が
す
べ
て
経
歴
と

あ
る
。
木
停
が
基
本
的
に
、
粛
疑
を
有
徳
者
と
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
事
質
だ
が
、

美
辞
麗
句
の
み
で
壷
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
粛
疑
と
武
一
帝
と
の
書
簡
の
往
復
を
詳
細
に
採
録
し
て
い
る
た
め
、

か
え
っ
て
永
明
時
代

の
宮
廷
周
遣
の
事
情
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
自
ら
も
含
め
た
諸
王
の
率
い
る
儀
伏
兵
の
適
正
な
人
数
等
に
つ
い
て
う
か
が
い

を
た
て
た
粛
疑
の
書
簡
に
封
し
、
武
一
帝
は
瞳
制
に
詳
し
い
王
倹
ら
と
相
談
す
る
よ
う
回
答
し
た
。

か
さ
ね
て
武
一
帝
の
意
向
を
尋
ね
た
粛
疑
の
書

簡
の
中
に
は
、

「
又
た
王
倹
に
因
り
て
備
さ
に
下
情
を
宣
べ
た
り
。
」
と
、

書
簡
以
外
に
も
王
倹
を
介
し
て
自
分
の
意
向
を
武
一帝
に
俸
達
し
て

い
る
こ
と
が
み
え
、
こ
れ
に
劃
す
る
武
一
一帝
の
返
事
に
は
、

一寸

倹

己
に
遭
い
て
、

吾
れ
即
ち
に
答
え
し
め
た
れ
ば
、

此
の
啓
有
る
を
煩
わ
さ

ず
。
」
と
、
王
倹
を
介
し
て
の
質
問
の
う
え
に
、

わ
ざ
わ
ざ
書
簡
で
ま
で
問
い
合
せ
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
、

武
帝

が
粛
順
之
(
粛
街
の
父
)
の
邸
宅
に
行
幸
し
た
際
、

武
一
帝
に
随
行
し
た
粛
出
演
の
草
が
武
一
帝
一
の
行
列
に
突
っ
込
ん
だ
事
件
を
き
っ
か
け
に
兄
弟
の



劃
立
が
兆
す
こ
と
を
懸
念
し
た
書
簡
に
は
、

「比
ろ
閑
侍
に
次
無
け
れ
ば

略
ぼ
茄
亮
に
附
し
て
口
宜
せ
し
む
。
」
と
あ
り
、

こ
れ
に
劃
す
る

武
一
帝
の
返
書
に
、

「
茄
亮

今
汝
の
懐
う
所
を
啓
し
、
及
び
別
紙
を
見
た
り
。
汝
の
第
疾
も
亦
た
那
ん
ぞ
動
ぜ
ざ
る
を
得
ん
や
。
何
の
意
あ
り

て
煩
長
の
啓
事
を
作
る
を
篤
さ
ん
や。
」
と
、

茄
亮
を
介
し
て
の
俸
達
で
十
分
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

以
上
、
詳
細
は
省
略
し
た
が
、
粛
出
肢
が
武
一
帝
に
劃
し
て
お
う
か
が
い
を
た
て
た
書
簡
に
は
、
自
分
が
新
築
し
た
建
物
が
賛
津
す
ぎ
る
の
で
と

日
常
生
活
に
わ
た
る
細
か
い
事
柄
も
含
ま
れ
て
お
り
、
粛
出
肢
が
武
一
一
帝
に
射
し
い
か
に
謙
虚
に
仕
え
て
い
た
か
を
示
し

て
い
る
。
粛
疑
の
お
う
か
が
い
は
、
書
簡
の
ほ
か
、
王
倹
や
茄
亮
を
介
し
て
も
武
一帝
に
停
達
さ
れ
た
。
茄
亮
と
は
恩
倖
寒
人
茄
法
亮
の
こ
と
で

〈

ω)

あ
ろ
う
。
武
一
帝
一
と
粛
疑
と
の
聞
に
緊
密
な
意
志
疎
通
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
聞
に
名
門
王
倹
や
恩
倖
寡
人
茄
法
亮
が
介
在
す
る
。
南
費
・
武
一
帝
政

(日〉

樺
の
意
志
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
皇
族
・
名
門
・
恩
倖
寒
人
か
ら
な
る
武
一帝
周
迭
の
限
ら
れ
た
集
圏
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
た
方

り
こ
わ
す
べ
き
か
な
ど
、

が
賞
情
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

に
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
ず
、

『
南
湾
書
』
の
描
き
だ
す
恩
倖
寒
人
劉
士
大
夫
と
い
う
園
式
の
す
べ
て
が
虚
構
で
あ
っ
た

- 77ー

と
は
い
え
、
粛
子
良
・
顧
憲
之
ら
の
民
政
の
賞
情
に
劃
す
る
分
析
に
は
非
常
に
鋭
利
な
も
の
が
あ
り
、
武
一帝
一
政
権
の
政
策
の
問
題
黙
を
正
確

と
は
い
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
封
抗
の
局
面
は
た
し
か
に
貫
在
し
た
の
で
あ
る
。
粛
子
良
ら
の
主
張
は
、
民
力
休
養
の
主
張
の
正
嘗
性
と
い
う

離
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
蓋
使
に
よ
る
監
督
に
反
護
す
る
名
門
出
身
の
寅
務
に
う
と
い
地
方
長
官
た
ち
の
意
向
に
も
沿
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
粛
子
良
が
蓋
使
の
弊
害
を
論
じ
た
中
に
、

九
そ
衣
冠
に
預
か
り
、
恩
を
盛
世
に
荷
な
え
る
も
の
は
、
闇
緩
を
以
て
血
管
を
胎
す
こ
と
多
き
も
、
歎
猪
の
震
に
罪
に
入
る
も
の
少
な
し
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
、
そ
の
主
張
の
正
嘗
性
の
み
な
ら
ず
、
名
門
出
身
官
僚
の
保
守
的
傾
向
に
も
支
え
ら
れ
て
、
武
一
帝
一
政
権
の

政
策
に
劃
し
て
一
定
の
抑
止
力
を
護
揮
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
顧
憲
之
の
議
論
が
い
れ
ら
れ
た
こ
と
に
も
、
そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
た
だ
、
か
か
る
劃
抗
の
局
面
は
む
し
ろ
特
殊
な
も
の
で
、
大
局
的
に
は
、
土
大
夫
も
武
一帝
政
樺
と
一
睡
の
存
在
で
あ
っ
た
に
ち
が
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『
南
斉
書
』
は
特
殊
な
劉
抗
の
局
面
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

恩
倖
寒
人
封
士
大
夫
と
い
う
園
式
を
う
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
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る
。
唐
寓
之
の
観
に
劃
す
る
武
一
帝
一
と
粛
疑
ら
と
の
見
解
の
相
違
も
こ
の
よ
う
な
封
立
の
園
式
の
一
環
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お

jっ

り

南
旗
門
・
武
一帝
政
権
の
も
と
、
劉
宋
末
に
破
綻
し
て
い
た
財
政
の
再
建
に
む
け
て
、
戸
籍
検
査
の
強
化
と
と
も
に
、
物
資
流
通
の
増
加
に
封
臆

し
た
銭
貨
す
い
あ
げ
の
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
戸
口
を
戸
籍
に
登
載
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
水
上
労
働
者
や
一
商
人
等
に

も
及
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
非
農
業
民
を
把
捉
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
物
資
流
通
へ

の
課
税
は
、
確
質
に
非
農
業
民
の
生
活
を
も
匪
迫
し
た
は
ず
で
あ
っ

て
、
唐
寓
之
の
飢
の
中
核
を
構
成
し
た
水
上
務
働
者
や一商
人
が
反
凱
に
は

し

っ
た
重
要
な
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
に
苛
酷
な
戸
籍
検
査
に
不
満
を
も
っ
農
民
や
新
興
豪
族
層
の
便
乗
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
反
凱
は
、
蛍
初
四
百
人
と
い
う
ご
く
少
数
の
集
固
に
す
ぎ
な
か
司
た
が
、
漸
江
西
岸
の
諸
豚
で
は
銀
座
で
き
ず
、
呉

・

組
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
る
か
に
お
い
て
も
願
著
な
認
識
の
相
遣
を
示
し
た
。

『
南
湾
書
』
か
ら
知
ら
れ
る
唐
寓
之
の
凱

で
あ
る
。
反
飢
の
中
援
を
構
成
し
た
水
上
務
働
者
や
一
商
人
の
質
態
は
不
明
で
あ
る
。
首
謀
者
の
唐
寓
之
は
、
社
舎
の
底
逃
と
接
す
る
、
ご
く
下

地
方
長
官
を
輩
出
す
る
士
大
夫
た
ち
に
は
衝
撃
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
粛
子
良
ら
士
大
夫
と
武
一帝
政
権
と
で
は
、

お
よ
そ
以
上
が
、

- 78ー

舎
稽
南
郡
も
銀
座
に
て
こ
ず
る
う
ち
に
、
三
商
人
規
模
に
扱
大
し
、
中
央
の
近
衛
部
隊
の
出
動
に
よ
っ
て
鎮
座
さ
れ
た
。
中
央
軍
出
動
後
は
短

期
間
に
鎮
座
さ
れ
た
が
、

層
の
知
識
人
〈
風
水
先
生
)
と
い
う
べ
き
だ
が
彼
の
主
張
な
り
構
想
な
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
司
た
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註(
1
〉
『
南
曜
門
書
』
径
五
六
倖
臣
・
劉
係
宗
俸
に
、

与える。

(

2

)

麿
寓
之
の
胤
は
農
民
起
義
で
は
な
い
と
い
う
設
は
、
は
や
く
活
文
欄

『
中
園
通
史
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
七
八
年
版
、
第
二
朗
、
四
九

七
頁
〉
に
み
え
る
。
ま
た
、
王
仲
後
『
貌
菅
南
北
朝
史
』
上
崩
(
上
海

「
白
賎
唐
寓
之
」
と
み

人
民
出
版
祉
、
一
九
七
九
)
は
、
「
白
賊
」
と
自
籍
と
を
結
び
つ
け
る

勲
は
頼
家
度
設
と
同
様
だ
が
、
白
籍
を
僑
民
の
戸
籍
と
と
ら
え
、
唐
寓

之
の
飢
を
僑
民
の
反
飢
と
み
る
(
四
三
六
頁
〉
。
濁
自
の
見
解
で
あ
る

が、

「
白
賊
」

の
理
解
は
朱
大
滑
設
が
安
蛍
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
韓
園

磐
『
貌
菅
南
北
朝
史
綱
』
ハ
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
〉
は
、
反
乱
に
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は
照
接
地
主
も
多
加
し
た
が
、
さ
ら
に
多
数
の
貧
苦
農
民
が
参
加
し
て

い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
や
は
り
農
民
起
義
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
主

張
し
(
三
八
五
J
三
八
六
頁
)
、
劉
精
誠
『
雨
耳
目
南
北
朝
史
話
』
(
中

園
青
年
出
版
社
、
一
九
九
三
)
も
農
民
起
義
と
し
て
叙
述
し
て
い
る

(
一
二
五
頁
)
。

な
お
、
中
園
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
士
族
地
主
と
は
、
ほ
ぼ
わ
が
園

で
使
用
さ
れ
る
貴
族
に
相
嘗
し
、
官
界
に
勢
力
を
も
ち
菟
役
等
の
特
権

を
享
受
す
る
地
主
の
こ
と
で
あ
り
、
庶
族
地
主
と
は
、
官
界
進
出
に
お

く
れ
を
と
っ
た
地
方
豪
族
や
新
興
地
主
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

地
主
制
を
前
提
と
し
た
中
園
の
士
族
制
度
研
究
に
つ
い
て
は
、
中
村
圭

爾
『
六
朝
貴
族
制
研
究
』
(
風
間
書
房
、
一
九
八
七
)
二
五

l
三
O
頁

を
参
照
。

(
3
〉
嘗
時
の
土
大
夫
に
つ
い
て
は
、
谷
川
道
雄
『
中
圏
中
世
社
舎
と
共
同

鐙
』
(
図
書
刊
行
舎
、
一
九
七
六
〉
に
、
六
朝
貴
族
の
「
皐
聞
こ
そ

は
、
中
園
杜
曾
に
お
け
る
道
徳
的
共
同
種
世
界
の
貧
現
を
目
ざ
し
て
営

ま
れ
集
積
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
皐
聞
の
現
賀
社

曾
へ
の
媒
介
者
が
つ
ま
り
士
大
夫
で
あ
り
、
嘗
時
に
お
い
て
は
貴
族
な

の
で
あ
っ
た
。
」
〈
一

O
九
頁
〉
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ

貴
族
階
層
に
属
す
る
。
村
上
哲
見
「
文
人
・
土
大
夫
・
積
書
人
」
(
『
中

園
文
人
論
』
所
枚
、
汲
古
選
書
、
一
九
九
四
)
に
よ
れ
ば
、
士
大
夫
の

要
件
は
、
「
天
下
図
家
の
経
営
に
劃
す
る
使
命
感
」
と
「
そ
の
使
命
を

は
た
す
た
め
に
も
必
要
な
知
的
洗
練
、
も
し
く
は
人
文
的
数
養
」
(
一二

五
頁
)
な
の
で
あ
り
、
士
大
夫
と
は
山
田
勝
芳
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
非
専

門
家
的
教
養
人
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
「
中
園
古
代
の
土
人
・
庶
人
関

係
」
『
中
園
杜
曾
に
お
け
る
土
人
庶
民
関
係
の
縫
合
的
研
究
』
科
研
費

報
告
書
、
一
九
九
て
七
頁
〉
。
こ
の
よ
う
な
人
文
的
教
養
の
縫
い
手

は
六
朝
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
貴
族
で
あ
り
、
寅
務
に
必
要
な
法
令

や
官
磁
文
書
に
闘
す
る
非
士
大
夫
的
な
知
識
は
、
新
興
豪
族
や
商
人
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
寒
人
を
主
た
る
捻
い
手
と
し
た
。

(

4

)

唐
寓
之
の
飢
関
連
の
史
料
は
、
張
海
威
・
朱
大
滑
編
『
貌
菅
南
北
朝

農
民
戦
争
史
料
集
編
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八

O
〉
上
加
に
集
め
ら
れ

て
い
る
(
三
九
四
J
四
O
一頁)。

(

5

)

関
維
民
「
六
朝
銭
塘
治
設
柳
浦
|
六
朝
銭
塘
勝
繁
落
的
地
理
分

布
」
(
『
南
北
朝
前
古
杭
州
』
所
枚
、
掘
削
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
〉

三
六
三
頁
に
よ
っ
て
、
抑
を
柳
に
改
め
る
。

(

6

)

掘
削
江
地
区
に
お
け
る
風
水
と
く
に
「
相
墓
」
の
流
行
に
つ
い
て
は
、

王
士
山
邦
「
六
朝
新
江
東
・
西
地
匡
的
基
葬
」
〈
『
六
朝
江
東
史
論
』
所

枚
、
中
園
青
年
出
版
社
、
一
九
八
九
〉
一
四
六
頁
参
照
。

(

7

)

新
城
豚
・
桐
底
豚
の
い
ず
れ
も
漸
江
西
岸
に
存
在
す
る
。
断
江
西
岸

に
は
、
河
口
に
銭
塘
燃
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
上
流
へ
む
か
つ
て
富
陽
、

新
城
、
桐
底
の
順
に
四
勝
が
鄭
接
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
呉
郡
の
属
懸

で
あ
る
。

(

8

)

鋭
の
記
事
の
末
尾
に
、
郡
田
怖
の
長
官
の
反
飢
へ
の
不
適
切
な
制
到
底
を

潮
岬
劾
し
た
御
史
中
丞
徐
孝
嗣
の
上
奏
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ

の
推
測
を
裏
附
け
る
で
あ
ろ
う
。

(
9
〉
小
岩
井
弘
光
「
宋
代
銭
塘
江
流
域
の
交
通
に
つ
い
て
」
(
「
東
北
大
拳

東
洋
史
論
集
』
第
一
瞬
、
一
九
八
四
〉
で
は
、
宋
以
後
の
こ
の
地
域
の

交
通
が
陸
路
よ
り
も
水
路
の
利
用
度
が
古
向
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
お
ら

れ
る
が
、
南
朝
に
お
い
て
も
同
様
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
ω
)

宮
崎
市
定
『
大
唐
帯
園
』
(
河
出
書
房
「
世
界
の
歴
史
」
七
、
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六
八
〉
が
、
東
菅
末
期
の
孫
恩
・
虚
循
の
反
乱
を
、
「
水
上
努
働
者
の

反
乱
」
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
(
一
八
六

l
一
八
八
頁
)
が
、
こ
の
黙

は
、
唐
寓
之
の
乱
を
考
え
る
際
に
も
示
唆
的
で
あ
る
。
な
お
、
川
勝
義

雄
「
中
園
前
期
の
異
端
運
動
」
(
『
中
園
人
の
歴
史
意
識
』
所
枚
、
卒

凡
社
選
書
、
一
九
八
六
)
も
、
「
水
上
生
活
者
」
が
「
孫
恩
・
慮
循
の

大
き
な
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
(
二
ハ

O
頁〉、

さ
ら
に
、
藤
閲
生
大
「
東
耳
目
時
代
の
反
飢
」
(
『
熊
本
商
大
論
集
』
二

七
|
一
、
一
九
八

O
〉
は
「
孫
恩
・
虚
循
の
反
凱
の
ね
ば
り
強
い
戦

い
」
に
注
目
し
て
、
「
農
業
も
一
部
で
は
や
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
漁

業
を
営
む
漁
師
や
、
一
商
一
船
に
関
係
す
る
水
夫
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
」
(
七
三
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
孫
恩
・
慮
循
の
凱
や
唐
寓

之
の
鋭
を
考
え
る
場
合
、
水
夫
や
漁
民
等
の
非
農
業
民
の
存
在
を
無
視

で
き
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
網
野
善
彦
『
櫓
補
無
縁
・
公
界
・

築
』
(
卒
凡
社
遺
書
、
一
九
八
七
)
の

「
非
農
業
民
の
中
で
、
最
も
数

多
く
、
農
業
民
に
十
分
比
肩
し
う
る
だ
け
の
役
割
を
日
本
の
歴
史
の
中

で
果
し
た
こ
と
の
間
違
い
な
い
海
民
(
漁
民
、
腕
皿
業
民
、
水
上
運
輸
に

携
わ
っ
た
人
々
、
等
々
と
(
一
九
七
頁
)
と
い
う
指
摘
も
非
常
に
示
唆

に
富
む
。

(
日
)
宮
川
向
志
「
南
北
朝
の
軍
主
・
隊
主
・
成
主
等
に
つ
い
て
」
(
『
六
朝

史
研
究
政
治
・
杜
曾
篇
』
一
九
五
六
所
牧
)
で
は
、
「
新
城
成
を
宮

と
し
、
新
城
町
問
解
を
太
子
宮
と
し
」
(
五
七
八
頁
)
と
述
べ
、
新
城
成

を
新
城
燃
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
た
が
、
『
南
史
』
巻
七
七
恩
倖
・

茄
法
亮
停
で
は
、
「
以
新
城
成
魚
僑
宮
、
以
銭
唐
豚
信
用
俄
太
子
宮
」
と

な
っ
て
お
り
、
豚
」
腕
は
銭
塘
燃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。

関
維
民
氏
の
考
設
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
城
氏
は
、
銭
塘
豚
に
あ
っ
た
成

の
名
稽
な
の
で
あ
っ
て
(
註
(

5

)

所
掲
書
三
六
四
J
三
六
五
頁
)
、
こ

れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
)
劉
宋
末
、
向
書
右
丞
虞
玩
之
が
嘗
時
の
財
政
危
機
に
つ
い
て
詳
細
な

報
告
を
行
な
っ
て
い
る
(
『
宋
書
』
巻
九
後
腹
帯
紀
、
元
徽
四
年
五
月

乙
未
の
篠
)
。
虞
玩
之
は
、
掛
田
時
す
で
に
寅
穫
を
掌
握
し
て
い
た
斎
道

成
か
ら
財
務
官
僚
と
し
て
の
手
腕
を
期
待
さ
れ
て
お
り
、
後
述
の
よ
う

に
、
南
斉
成
立
後
、
戸
籍
検
査
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
拙
稿
「
南
朝
財
政

機
構
の
稜
展
に
つ
い
て
」
(
『
文
化
』
四
九
|
三
・
四
、
一
九
八
六
)

五
六
、
六
四
頁
を
参
照
。

(
日
)
池
田
温
『
中
園
古
代
籍
帳
研
究
』
(
東
京
大
皐
出
版
品
目
、
一
九
七
九
)

二
九
J
一
二
二
頁
を
参
照
。
三
朕
に
つ
い
て
、
池
田
氏
は
「
父
・
租
・
曾

三
代
の
資
吠
か
L

(

一
一
一
一
一
頁
〉
と
い
う
見
解
を
示
し
、
本
稿
も
こ
れ
に

よ
る
が
、
諸
設
が
あ
る
。
宋
昌
斌
『
中
園
古
代
戸
籍
制
度
史
稿
』
(
三

秦
出
版
社
、
一
九
九
一
)
は
、
池
田
設
と
同
じ
で
あ
る
が
、
周
一
良

「
虞
玩
之
停
詔
書
及
表
文
」
(
『
貌
菅
南
北
朝
史
札
記
』
、
中
華
書
局
、

一
九
八
五
)
に
は
、
「
租
・
父
及
び
自
身
の
記
録
」
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る

(
二
四
六
頁
)
。
増
村
宏
「
黄
白
籍
の
新
研
究
」
(『
東
洋

史
研
究
』
二
|
四
、
一
九
三
七
)
は
「
父
祖
伯
叔
兄
弟
の
資
朕
」
と
し

(
一
一
三
頁
)
、
越
智
重
明
『
貌
菅
南
朝
の
貴
族
制
』
(
研
文
出
版
、
一
九

八
二
〉
も
増
村
氏
に
よ
る
(
二
九
六
頁
)
。
中
村
圭
爾
「
南
朝
戸
籍
に

関
す
る
こ
問
題
」
(
『
人
文
研
究
』
四
四

l
一
二
、
一
九
九
二
)
は
、
戸

籍
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
「
士
族
の
ば
あ
い
に
は
租
・
父
・
己
の
官

職
や
任
羽
周
年
時
、
干
支
を
ふ
し
た
詔
書
の
引
用
、
郷
論
清
議
関
係
の
記

事
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
」
〈
九
三
頁
)
と
述
べ
、
周
一
良
氏
と
同
様

の
見
解
を
と
る
。
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〈M
〉
註
〈
お
〉
所
掲
の
中
村
氏
論
文
、
九
一
頁
。

(
同
日
〉
潰
ロ
重
園
「
貌
耳
目
南
朝
の
兵
戸
制
度
の
研
究
」
(
『
秦
漢
惰
唐
史
の
研

究
』
上
巻
所
枚
、
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
六
六
〉
四

O
九
l
四一

O

頁
を
参
照
。
潰
口
氏
は
「
蓬
坊
(
都
建
康
の
各
坊
の
こ
と
〉
の
諸
吏
役

は
以
前
か
ら
募
集
制
と
な
っ
て
居
り
、
宋
の
元
嘉
年
閉
ま
で
は
際
募
者

が
常
に
満
ち
溢
れ
る
朕
態
で
あ
っ
た
が
、
大
明
年
聞
か
ら
志
願
者
が
甚

だ
少
く
坊
内
の
事
務
雑
役
に
困
る
や
う
に
成
っ
た
」
と
述
べ
、
越
智
重

明
『
貌
育
南
朝
の
貴
族
制
』
〈
註
(
日
〉
〉
も
、
重
坊
に
つ
い
て
、
「
中

央
の
各
坊
」
と
注
記
し
(
二
九
七
頁
〉
、
演
口
一
裁
に
よ
る
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
、
周
一
良
「
虞
玩
之
俸
詔
書
及
表
文
」
(
註
(
日
〉
)
は
、

肇
坊
と
は
「
皇
帯
禁
軍
沼
林
部
脇
陣
」
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
、
「
お

そ
ら
く
人
は
地
方
の
軍
隊
に
参
加
し
た
が
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
地
方
の
軍
隊
が
戦
争
で
功
を
立
て
て
、
軍
蔭
を
嬰
凋
押
し

や
す
い
の
で
、
朝
刊
林
近
衛
軍
で
服
役
す
る
の
を
願
わ
な
い
」
の
だ
と
い

う
〈
二
四
七
頁
〉
。
『
宋
書
』
巻
九
後
援
帯
紀
、
元
徽
四
年
五
月
乙
未

の
僚
の
向
書
右
丞
虞
玩
之
の
上
表
に
も
「
二
衡
蔓
坊
人
力
、
五
不
徐

一
。
」
と
み
え
、
禁
軍
左
右
衛
と
肇
坊
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
の

で
、
左
右
衛
の
指
揮
の
も
と
、
中
央
の
各
官
鹿
の
警
備
等
に
た
ず
さ
わ

ア
た
吏
役
が
「
蓋
坊
」
の
役
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
な
お
、

「
坊
」
は
、
周
一
良
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
軍
土
編
制
単
位
」
や

「
軍
省
」
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
宮
崎
市
定
「
漢
代
の
里
制
と

唐
代
の
坊
制
」
〈
『
宮
崎
市
定
全
集
』
七
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
二
所

牧
)
が
論
ず
る
よ
う
に
、
官
擦
の
建
物
や
そ
の
周
園
の
踏
垣
を
指
す
例

が
あ
る
(
九
五
頁
)
の
で
、
「
軍
営
」
に
限
定
せ
ず
、
「
憂
坊
」
を
中

央
の
各
官
腐
と
解
四
押
し
た
。

(
v
m
〉
『
南
稿
用
書
』
諸
本
は
、
「
随
才
」
に
作
る
が
、
註
(
お
)
の
潰
口
氏
論

文
に
よ
れ
ば
、
「
随
身
」
と
す
べ
き
で
あ
る
(
四

一
O
頁)。

(
口
)
註
(
日
)
所
掲
の
中
村
氏
論
文
、
九
五
頁
を
参
照
。

(
児
〉
『
南
融
門
書
』
虞
玩
之
停
で
は

「
板
籍
官
」
に
作
る
が
、
『
南
史
』
巻

四
七
虞
玩
之
俸
・
『
通
典
』
巻
三
食
貨
三
「
郷
黛
」
に
従
い
、
「
校
籍

官
L

を
と
る
。

(
凹
)
註
〈
日
)
所
掲
の
中
村
氏
論
文
、
九
六
頁
を
参
照
。

(
勿
)
鈴
木
修

「
南
朝
時
代
の
戸
籍
僑
濫
に
つ
い
て
」
(
『
立
正
史
拳
』
六

一
、
一
九
八
七
〉
は
、
良
玩
之
の
針
策
の
特
徴
を
「
法
令
を
巌
し
く
施

行
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
黙
に
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
し
、
「
上

表
文
の
針
策
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
巌
し
い
取
締

り
が
、
そ
れ
ま
で
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
僑
濫
を
誘
愛
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
J
(四一一一
l
四
四
頁
)
と
述
べ
る
が
、

虞
玩
之
の
劉
策
と
は
皐
な
る
厳
し
い
取
締
り
で
は
な
く
、
寅
施
さ
れ
た

政
策
と
の
閲
に
は
大
き
い
距
離
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

(
幻
)
『
南
史
』
に
『
南
斉
書
』
に
み
ら
れ
な
い
有
用
な
史
料
が
み
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
周
一
良
「
増
加
有
用
史
料
」
(
『
貌
菅
南
北
朝
史
札

記
』
前
掲
〉
四
七
八

t
四
七
九
頁
を
参
照
。

(
辺
〉
「
仰
を
脅
し
て
小
塘
を
も
筒
し
」
の
句
を
、
越
智
重
明
「
宋
斉
時
代

の
仰
」
(
『
東
洋
史
研
究
』一一一一

l
一
、
一
九
六
一
二
)
は

「
仰
を
督
し

小
塘
を
衡
か
に
し
」
と
訓
讃
し
、
「
塘
了
が
そ
の
役
の
代
り
に
納
め
た

銭
を
卵
と
し
、
そ
の
仰
を
取
り
た
て
る
け
れ
ど
も
塘
の
修
理
に
そ
の
仰

を
用
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
」
と
解
穣
し
た
(
四
八
頁
)
。
し
か

し
、
「
籍
を
摘
し
て
工
巧
を
検
し
」
と
封
句
を
な
す
こ
と
か
ら
、
「
簡
」

は
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
検
査
す
る
と
い
う
意
味
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「
仰
を
督
促
し
て
小
さ
い
塘
ま
で
し
ら
ベ
た
。
」
と
解
標

に
と
っ
て
、

し
た
。

(
幻
)
註
(
幻
)
所
掲
論
文
、
四
七
J
四
八
頁
。

(
μ
)

註
(
幻
)
所
掲
論
文
、
四

O
頁。

(
お
)
中
村
圭
爾

「
六
朝
時
代
三
奥
地
方
に
お
け
る
開
設
と
水
利
に
つ
い
て

の
若
干
の
考
察
」
(
『
佐
藤
博
士
還
暦
記
念
中
園
水
利
史
論
集
』
所

枚
、
図
書
刊
行
舎
、
一
九
八
一
〉
七
一

J
七
二
頁
参
照
。

(
お
)

『
南
耐
門
書
』
径
三
四
良
玩
之
侍
に
も
、

至
世
租
永
明
八
年
、
諦
巧
者
成
縁
准
各
十
年
、
百
姓
怨
望
。

と
あ
り
、
こ
れ
が
事
責
と
す
れ
ば
、
飢
後
も
戸
籍
検
査
は
緩
和
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
記
事
は
、

韓
園
磐
『
南
北
朝
経
済
史
略
』
(
度
門
大
祭
出
版
社
、

一
九
九

O
)
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
永
明
三
年
以
前
の
こ
と
を
停
え
た
も
の
(
八
一
頁

註
①
)
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
飢
後
、
検
籍
の
緩
和
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
譲
歩
が
武
帝
政
権
の

根
本
的
方
針
鱒
換
を
一
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
本
文
で
検
討
す
る
顧

憲
之
俸
の
記
事
の
ほ
か
、
『
南
宵
室
田
』
径
五
六
倖
臣
・
劉
係
宗
俸
の
次

の
記
事
か
ら
も
知
り
得
る
。

四
年
、
白
賊
唐
寓
之
起
、
宿
衛
兵
東
討
、
遺
係
宗
随
軍
慰
労
、
遁

至
遭
賊
郡
耐
称
。
百
姓
被
駆
逼
者
、
悉
無
所
問
、
還
復
民
伍
。
係
宗

還
、
上
回
、
「
此
段
有
征
無
戦
、
以
時
卒
蕩
、
百
姓
安
枯
、
甚
快

也
。
」
賜
係
宗
銭
吊
。
上
欲
筒
治
白
下
城
、
難
於
動
役
。
係
宗
啓

諮
役
東
民
了
随
寓
之
震
逆
者
、
上
従
之
。
後
事
駕
講
武
、
上
履
行

白
下
城
、
目
、
「
劉
係
宗
信
用
園
家
得
此
一
城
。
」

中
華
書
局
標
黙
本
『
南
耐
墨
田
』
八

O
七
頁
で
は
、
「
此
語
是
事
?
宜

(幻〉

訪
察
即
感
。
」
と
す
る
が
、
朱
季
海
『
南
湾
書
絞
議
』
(
中
華
書
局
、

一
九
八
四
〉
一

O
五
頁
の
指
摘
の
ご
と
く
、
「
事
」
の
下
の
疑
問
符

は、

「宜」

の
下
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。

『
梁
室
田
』
巻
三
八
朱
罪
停

(
中
華
書
局
標
黙
木
、
五
三
九
頁
)
に
も
、
「
誼
是
苓
宜
」
の
句
が
み

え
、
「
都
合
の
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『
梁

書
』
朱
弄
俸
の
記
事
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

高
祖
夢
中
原
卒
、
翠
朝
稽
慶
、
旦
以
語
昇
、
昇
針
日
、
「
此
宇
内

方
一
之
徴
。」
及
侯
景
蹄
降
、
教
召
群
臣
議
、
筒
愛
国
僕
射
謝
怒
等
以

鴛
不
可
、
高
祖
欲
納
之
、
未
決
、
嘗
夙
輿
至
武
徳
間
、
自
言
「
我

圏
家
承
卒
若
此
、
今
便
受
地
、

語
是
事
宜
、
脱
致
紛
紙
、
悔
無

所
及
。
」
昇
探
高
租
微
旨
、
態
繋
答
日
、
「
:
:
:
今
若
不
容
、
恐

紹
後
来
之
望
。
此
誠
易
見
、

願
陛
下
無
疑
。
」

高
租
深
納
界
言、

叉
感
前
夢
、
途
納
之
。

(
お
)
『
南
班
墨
田
』
巻
三
武
帯
紀
永
明
六
年
八
月
乙
卯
の
僚
の
認
に
、

呉
輿
・
義
輿
水
療
、
被
水
之
郷
、
賜
痢
疾
篤
姥
口

二
斜
、
老
疾
一

斜
、
小
口
五
斗
。

と
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
永
明
五
年
八
月
乙
亥
の
僚
の
詔
に
も
、

今
夏
雨
水
、
奥
輿

・
義
輿
二
郡
田
良
多
傷
、
詳
錨
租
調
。

と
あ
り
、
呉
輿

・
義
輿
二
郡
は
、
永
明
五
年
、
六
年
と
二
年
連
績
の
凶

作
で
あ
っ
た
こ
と
が
剣
明
す
る
。

(
m
U
)

『
南
稿
用
室
田
』
巻
四

O
武
十
七
王

・
随
郡
王
子
隆
停
に
、

唐
寓
之
賊
卒
、
遜
信
用
持
節

・
督
曾
稽
東
陽
新
安
臨
海
永
嘉
五
郡
・

東
中
郎
賂

・
舎
稽
太
守
。

と
あ
る
。

(
鈎
)
顧
憲
之
の
議
に
、
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し
よ
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
武
帯
一
も
「
事
宜
」
で
は
な
い
と
剣

断
し
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
「
誼
是
事
宜
」
は
、
註
(
幻
〉
で
み
た

よ
う
に
、
「
事
宜
」
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
む
し

ろ
「
事
宜
」
だ
と
い
う
考
え
の
方
に
傾
い
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
顧
憲

之
は
あ
え
て
、
逆
の
方
向
で
理
解
し
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

〈
但
)
こ
の
『
大
皐
』
の
「
豪
数
の
臣
」
批
創
刊
の
文
に
つ
い
て
、
山
田
勝
芳

「
均
の
理
念
の
展
開
」
(
『
集
刊
東
洋
皐
』
五
四
、
一
九
八
五
〉
は
、

「
墜
鍛
論
議
(
前
八
一
〉
以
降
桑
弘
羊
流
の
財
政
策
に
反
劃
し
て
い
た

屋
川
家
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
道
徳
主
義
の
下
「
豪
放
の
臣
」
「
小
人
L

を
激
し
く
排
斥
す
る
文
が
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
」
し
、
「
漢
代
以
来

さ
し
て
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
櫨
記
』
の
一
篇
た
る
「
大
皐
」

が
に
わ
か
に
傘
重
さ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
唐
の
爾
税
法
制
定

以
後
、
韓
愈
の
時
代
で
あ
り
、
「
事
賃
上
財
政
園
家
を
支
え
て
い
た
財

政
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
に
劃
し
て
、
儒
問
問
子
・
詩
文
数
養
に
立
脚
す
る
科

奉
官
僚
た
ち
が
あ
び
せ
る
批
剣
・
罵
倒
の
言
は
「
家
数
の
臣
」
で
あ
っ

た
。
」
と
論
ず
る
(
一
七
三
J
一
七
四
頁
)
。
さ
ら
に
、
東
菅
南
朝
時
代

は
、
『
大
皐
』
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
い
、
「
『
周
躍
』
の
時
代
」

に
属
す
る
が
、
「
耳
目
以
上
に
『
周
腫
』
的
制
度
を
何
ら
か
の
形
で
貧
施

し
よ
う
と
し
た
例
は
少
な
い
。
」
三
六
九
頁
)
と
い
う
指
摘
も
な
さ

れ
て
い
る
。
南
稿
用
代
に
は
、
戸
籍
検
査
や
銭
質
吸
牧
等
の
財
務
優
先
の

政
策
を
推
進
す
る
恩
倖
寒
人
ら
に
射
す
る
批
剣
が
顧
憲
之
ら
「
儒
拳
・

詩
文
教
養
に
立
脚
す
る
」
士
大
夫
た
ち
に
根
強
く
存
在
し
、
そ
の
中
で

『
大
皐
』
の
「
豪
放
の
臣
」
批
剣
の
文
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
盤
銭
論

や
韓
愈
の
時
代
と
類
似
の
欣
況
が
み
ら
れ
る
。

(
M
M

〉
「
三
五
官
に
属
す
」
と
は
、
三
丁
に
つ
き
一

J
二
丁
、
五
丁
に
つ
き

一一

l
=一
丁
と
い
う
割
合
で
徴
愛
さ
れ
て
官
麟
に
登
録
さ
れ
た
朕
態
で
あ

ろ
う
。
韓
園
磐
『
貌
耳
目
南
北
朝
史
綱
』
〈
註
(
2
〉
所
掲
〉
三
七
八
J
一一一七

九
頁
を
参
照
。

〈
お
)
先
に
引
い
た
『
南
斉
書
』
沈
文
季
俸
に
、

曾
稽
郡
丞
張
思
租
蔓
使
孔
衿
・
王
高
裁
・
張
緩
等
を
し
て
配
す

る
に
器
佼
終
吏
白
丁
を
以
て
し
、
永
輿
等
十
嵐
を
防
衛
せ
し
む
。

と
み
え
る
こ
と
も
、
蔓
使
が
郡
段
階
で
介
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
裏
使
と
い
う
と
、
皇
喬
一
の
威
光
を
か
さ
に
き
て
威
張
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
反
飢
の
際
な
ど
に
は
、
こ
こ
に
み
え
る
よ
う
に
、

嘗
該
地
域
の
都
督
を
兼
ね
る
郡
太
守
(
代
理
)
の
指
揮
に
従
っ
た
の
で

あ
る
。

(
担
)
「
歩
携
」
を
百
柄
本
や
中
華
書
局
標
勲
本
で
は
、
「
歩
櫓
」
に
作
る

が
、
殿
本
・
南
監
本
等
に
従
う
。
向
怪
元
・
彰
善
俊
編
『
二
十
五
史
諮

誇
逼
検
』
(
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
歩
櫓
」
で
は
解
摩
で
き
な
い
(
一
七
三
頁
〉
。
「
曾
稽
鼓
を
打
ち
て

仰
を
迭
り
、
呉
輿
令
史
に
歩
揺
す
ι
」
と
い
う
こ
の
俗
諺
に
つ
い
て
、

越
智
重
明
「
宋
斉
時
代
の
仰
」
(
前
掲
)
は
、
「
豊
か
な
舎
稽
郡
で
は

幹
債
の
役
を
負
揺
す
べ
き
も
の
が
現
賞
に
は
仰
を
迭
っ
て
そ
の
役
を
菟

か
れ
、
一
方
貧
し
い
呉
輿
郡
で
は
現
寅
に
幹
債
の
役
を
負
指
し
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
」
(
四
一
一
良
)
と
述
べ
て
お
り
、
基
本
的
に
こ
の

理
解
に
従
い
、
「
禽
稽
郡
で
は
鼓
を
打
っ
て
(
船
を
費
進
さ
せ
〉
耐
を

迭
る
の
に
、
奥
輿
で
は
令
史
の
指
園
で
幹
債
の
役
に
従
い
、
歩
携
(
肉

鰻
努
働
〉
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
お
く
。
『
世

設
新
語
』
豪
爽
篇
の
官
頭
の
逸
話
の
註
に
、
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敦
嘗
坐
武
田
国
鈎
壁
、
間
行
船
打
鼓
、
嵯
稽
其
能
。

と
み
え
る
よ
う
に
、
「
打
鼓
」
の
鼓
は
、
船
で
合
闘
に
使
用
す
る
太
鼓

で
あ
ろ
う
。

(
お
)
南
朝
の
一
一
一
奥
地
方
に
お
け
る
経
済
的
後
展
に
言
及
し
た
論
者
は
、
最

近
の
中
村
圭
一
繭

「
建
康
と
三
奥
地
方
」

(
唐
代
史
研
究
禽
編
『
中
閣
の

都
市
と
農
村
』
所
枚
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
)
な
ど
、
枚
患
に
い
と

ま
が
な
い
。

(

M

拘
〉
粛
子
良
が
「
生
産
者
た
る
農
民
」
が
「
慢
性
的
な
農
村
の
不
況
に
苦

し
め
ら
れ
、
通
貨
不
足
に
も
と
づ
く
貨
幣
的
二
重
構
造
に
よ
っ
て
さ
ら

に
被
害
を
大
き
く
」
す
る
と
い
う

「
事
態
に
射
し
て
深
い
洞
察
力
を
も

っ
て
」
、
「
鋭
い
現
扶
分
析
を
L

行
な
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
、
川

勝
義
雄

「
貨
幣
経
済
の
進
展
と
侯
景
の
飢
」

(
『
六
朝
貴
族
制
社
舎
の

研
究
』
所
校
、
岩
波
書
庖
、
一
九
八
二
)
=
一七

O
頁
一
に
み
え
る
。

(
日
出
)
安
田
二
郎

「
南
朝
の
皇
帝
と
貴
族
と
豪
族

・
土
豪
暦
|
梁
武
帝
の
革

命
を
手
が
か
り
に
|
」
(
中
圏
中
世
史
研
究
合
同
編
『
中
圏
中
世
史
研

究
』
所
枚
、
東
海
大
相
晶
子
出
版
舎
、
一
九
七

O
)
の
、
新
子
良
の
西
邸
サ
ロ

ン
が
士
大
夫
の
文
化
集
園
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
(
二
三
七
頁
〉
を
参
照
。

(
犯
)
『
梁
書
』
巻
三
五
新
子
顕
停
に
、

大
同
三
年
、
出
信
用
仁
威
将
軍
・
奥
輿
太
守
、
至
郡
未
幾
、
卒
、
時

年
四
十
九
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
爾
子
穎
の
生
卒
年
は
、
四
八
九
J
五
三
七
と
な

る
が
、
窟
秀
樹
舷
『
新
子
額
及
其
文
曲
目
干
批
評
』
(
文
史
哲
出
版
社
、
一
九

九
四
〉
の
考
詮
(
三
六

l
四
四
頁
〉
に
従
う
。

(

m

却
)
越
潔
『
廿
二
史
街
記
』
品
位
九

「
新
子
原

・
挑
開
催
皆
篤
父
作
俸
入
正

史
」
。
王
鳴
盛
『
十
七
史
商
権
』
各
六
二

「
敵
意
玉
刷
拠
出
陣
輿
調
門
書
微
異
」

等
も
参
照
。

(
州
制
)
拙
稿

「
沈
約

『
宋
書
』
の
史
論
(
四
〉
」
(
『
北
海
道
大
皐
文
率
部
紀

要
』
四
四

l
一
、
一
九
九
五
)
一
一
一
九
J
四
四
頁
を
参
照
。

〈
日
制
)
拙
稿
「
沈
約
の
地
方
政
治
改
革
論
」

(
中
圏
中
世
史
研
究
曾
編
『
中

圏
中
世
史
研
究
綴
編
』
所
枚
、
京
都
大
暴
嬰
術
出
版
舎
、

一
九
九
五
〉

を
参
照
。

(
必
)
吉
川
忠
夫
「
沈
約
の
停
一
記
と
生
活
」
(
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
所
枚
、

同
朋
合
、
一
九
八
四
〉
二
一

O
J
一
一
一
一
一
一
頁
、
安
田
二
郎
「
南
朝
の
皇

帝
と
貴
族
と
豪
族
・
土
豪
層
」
(
註
(
幻
〉
所
掲
)
一
一
一
一
一
五
J
一一一一一七頁

等。

(
刊
日
〉
魯
秀
恵
『
薪
子
顛
及
其
文
皐
批
評
』
(
註
(
叩
山
)
所
掲
)
七
八
頁
。

(
川
岨
〉
越
士
口
恵

「
南
揖
門
書
」

(
『
中
園
史
皐
名
著
評
介
』
第
一
各
所
枚
、

山

東
数
育
出
版
位
、
一
九
九

O
〉
二
九
一
頁
。
王
永
紅
「
《
南
斉
書
》
」

(
『
二
十
五
史
導
認
辞
典
』
所
枚
、
華
齢
出
版
社
、
一
九
九
一
)
は
、

天
監
十
三
年
(
五
一
回
)
以
後
、
普
通
七
年
以
前
と
す
る
(
一
一
二
四

頁)。

(
必
〉
「
貨
幣
経
済
の
進
展
と
侯
景
の
飢
L

(

註
(
お
)
所
掲
〉
三
七

O
頁。

武
一
帝
即
位
嘗
初
の
民
政
に
つ
い
て
は
、
安
田
二
郎

「
南
朝
の
皇
帝
と
貴

族
と
豪
族

・
土
豪
層
」
(
註
(
幻
)
所
掲
)
一
一
一
一
六
頁
も
参
照
。

(
必
〉
「
梁
の
中
音
一
田
舎
人
と
南
朝
賢
才
主
義
」
(
『
名
古
屋
大
皐
東
洋
史
研

究
報
告
』
一

O
、
一
九
八
五
)
五
四
頁
。

(
円
引
)
王
徐
に
つ
い
て
は
、
狩
野
直
頑
「
王
倹
俸
の
一
考
察
」
(
川
勝
義

雄
・
碗
波
謹
編
『
中
薗
貴
族
制
祉
舎
の
研
究
』
所
牧
、
京
都
大
祭
人
文

科
拳
研
究
所
、
一
九
八
七
〉
を
参
照
。

(
必
)
註
(
幻
〉
所
掲
「
増
加
有
用
史
料
」
四
七
九
頁
。
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(
川
明
〉
越
翼
『
廿
二
史
街
記
』
巻
九
「
薪
子
額
・
挑
恩
廉
皆
篤
父
作
傍
入
正

史」。

(
印
〉
『
南
斉
書
』
巻
五
六
倖
臣
・
茄
法
亮
俸
に
、

宋
大
明
世
、
出
身
魚
小
史
、
医
務
幹
扶
。
孝
武
末
年
、
作
酒
法
、

鞭
罰
過
度
、
校
磁
江
右
、
選
白
衣
左
右
百
八
十
人
、
皆
面
首
富

室
、
従
至
南
州
、
得
鞭
者
過
半
。
法
亮
憂
健
、
因
縁
啓
出
家
得
魚

道
人
。
明
-
帝
一
初
、
罷
道
。

と
あ
り
、
劉
宋
時
代
、
一
時
出
家
し
た
こ
と
か
ら
「
法
亮
」
と
呼
ば
れ

471 

た
の
で
、
元
来
「
亮
」
と
い
う
名
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ

る
。
「
法
」
が
傍
数
と
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
川
倫
士
山
「
六

朝
人
名
に
現
れ
た
る
併
敬
語
(
四
、
完
)
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
|

六
、
一
九
三
九
〉
七
九
頁
を
参
照
。

(
日
〉
南
朝
に
お
け
る
園
家
意
志
決
定
の
公
式
の
制
度
で
あ
る
「
議
」
に
つ

い
て
は
、
中
村
圭
爾
「
南
朝
に
お
け
る
議
に
つ
い
て
|
宋
・
湾
代
を
中

心
に

l
」
(
『
人
文
研
究
』
四
O
|
一
O
、
一
九
八
八
)
を
参
照
。

に

uoo 



values. However, the colleague society of the Ming Shi was firm, and as

Cao Pi 曹石struggled for leadership position against the literarily talented

Cao Zhi 曹植, Cao Pi gradually began to regain respect for Confucian

values. Moreover, the fact that Cao Pi's sovereignty was justified by

Confucian values made clear the superior position of Confucian values over

“literature”. As ａ consequence, Confucian values were used as a standard

of promotion for talented members in the Jiu-pin Guan-ren-fa 九品官人

法, which was established in the period of change from Han 漢to Wei 魏.

Thus, the colleague societies of the Ming Shi class came to form an

aristocracy supported by Confucian values.

THE REBELLION OF TANG YU-ZHI 唐寓之AND

　　　　　　　　

THE SHIDAFU 士大夫

Kawai Yasushi

　　

Most previous studies of the Tang Yu-zhi Rebellion, which occurred

on the west coast of Zhejiang 浙江in 485 A.Ｄ･, have focused on the

question of whether or not this can be considered as ａ rebellion of the

peasantry.

　

However, it is the opinion of this author that a group of sailors

and merchants formed the core　of this rebellion.　At that time, the

Nan-Qi Wu-di 南斉武帚government, in an effort to secure ａ sound financial

basis, had carried out ａ close census of taxpayers and had increased the

circulation tａχes. The great increase in circulation tａχesmay have placed

ａ heavy burden on sailors and merchants, who had been omitted　from

the census. Although forming the rearguard rather than the vanguard,

peasants and wealthy farmers who were discontented with the close census

also took part in the rebellion, swelling the rebel army from 400 to 30,000

persons.

　

This rebellion was suppressed by the Imperial Guards, however,

the Nan-Qi Wu-di government, which was under the control of the emperor's

favorites, was opposed to the Shidafu faction, which included some Imperial

princes and ｏ伍cials, on the issue of measures　devised to deal with this

rebellion.

　

Even in the period before this　rebellion, the　Shidafu　had
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sharply criticizedthe fact that the tax increase weighed heavily on　the

public welfare, and they had deman ded ａ tａχΓeduction.　However, the

Ｎａｎ･Qi-shu南斉書, which includes detaileddocuments of this rebellion,

emphasizes the opposition between the Nan-Qi Wu-di government and the

Shidafu faction,in light of the Shidafu.　Therefore, we cannot place

absolute trust in the Nan-Qi･shu as ａ documentary basis.

QUALIFICATIONS OF SHIDAFU IN THE

　　　　

SOUTHERN SONG DYNASTY

Nakasuna Akinori

　　　

Many manuals and catalogues were written and published in the

Southern Song dynasty. In order to attain success in the ｅχaminations,

ａ scholar had to know how to read the canons and famous writings of the

era, as well as how to compose prose and poetry that would attract the

attention of the ｅχaminers. To be considｅｒed a Shidafu, ａ man had to be

skilled at the production of many styles of composition. Moreover, poten-

tial Shidafu were to practice ａ respected hobby, and were supposed to be

able to discern the genuine from the spurious.

　　　

However, examples　of“genuine　Shidafu”are　rarely　to　be　seen.

Candidates for membership in the class of Shidafu needed to know ａ

“norm” for qualification、and even during the Southern Song, the“norm”

developed in the shaping. The many manuals and catalogues produced

met the demands of this age.

　　　

Zhu-zi's school was opposed to study solely in order to attain success

in the ｅχaminations, and instead advanced techniques for reading books

and self-cultivation. Zhu-zi, however, met the demand of this era in his

style. As ａ result, his tｅχtswere enthusiastically sought, and the reading

and usage of these tｅχtswent beyond his control.

　　　

Both the speed of production and the pace of consumption of the

manuals that presented the norms and techniques are characteristic of the

Southern Song ｅｒａ｡
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